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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセ
ルを容易にする技術を提供する。
【解決手段】ＲＮＴＩ構成要素は、複数のユーザ機器（
ＵＥ）のためのラジオ・ネットワーク・テンポラリ・ア
イデンティファイヤ（ＲＮＴＩ）のセットを管理する。
ＲＮＴＩ構成要素は、ＵＥが近隣セルとの干渉を引き起
こすか、近隣セルからの干渉を受けるかを、ＵＥのそれ
ぞれの属性に基づいて判定し、判定されたＵＥの第１の
グループを、分割されたＲＮＴＩの第１のサブセットに
割り当てることとを行う空間分割構成要素を含む。この
判定に基づいて、ＲＮＴＩのセットを、少なくとも２つ
のサブセットに分割する。暗黙的ブロードキャスト構成
要素は、恐らくはＵＥの第１のグループによって引き起
こされた干渉のキャンセルを容易にするために、ＲＮＴ
Ｉの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストしう
る。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセルを容易にする方法であって、
　前記無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているユーザ機器（ＵＥ）の
セットのためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティフィファイ
ヤ）のセットを、前記無線ネットワークの端末において管理することと、
　前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを、前記端
末において、前記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定することと、
　前記端末において、前記ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると判定され
たＵＥの少なくとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定さ
れなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割することと、
　前記干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記端末において、前記ＲＮＴ
Ｉの少なくとも１つの第１のサブセットに割り当てることと、これによって、前記干渉を
引き起こしそうであると判定されたＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになり、前記割
り当てられたおのおののＲＮＴＩが、前記ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別で
きるようになる、
を備える方法。
【請求項２】
　前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供
されている少なくとも１つのＵＥへ通信することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥにサ
ービス提供している端末が、前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣
セルに通信し、前記少なくとも１つの近隣セルが、前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記
少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供され、前記複数のＲＮＴＩのうちの対応
する１つを割り当てられたＵＥのうちの少なくとも１つへの送信から干渉を受けている少
なくとも１つのＵＥへ通信する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥにサ
ービス提供している端末が、前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣
セルに通信する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　セルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）、半永続的スケジューリングＲＮＴＩ（ＳＰＳ－ＲＮＴ
Ｉ）、テンポラリ・セルＲＮＴＩ（Ｔ－ＲＮＴＩ）、システム情報ＲＮＴＩ（ＳＩ－ＲＮ
ＴＩ）、ページングＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）、およびランダム・アクセスＲＮＴＩ（Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩ）からなるグループから選択される複数のＲＮＴＩにそれぞれ対応するＲＮ
ＴＩの複数のセットを、前記端末において管理することと、
　前記端末において、前記ＲＮＴＩの複数のセットを、干渉を引き起こしそうであると判
定されたＵＥの少なくとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは
判定されなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割することと、
　干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記端末において、前記ＲＮＴＩの
少なくとも１つの第１のサブセットに割り当てることと、これによって、干渉を引き起こ
しそうであると判定されたＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブ
セット内の複数のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになる、
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記端末は、前記ＲＮＴＩの複数のセットを、前記ＲＮＴＩの複数のセットのうちのお
のおのの１つのための異なるサブセットにそれぞれ分割する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
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　前記割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサ
ブセットをユニークに識別する第１の構成要素と、各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられた
ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素とからなり、
　前記方法はさらに、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内の割り当てら
れたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、前記ＲＮＴＩの少
なくとも第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストすることを備える請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　各ＲＮＴＩは、１６ビットで構成され、各ＲＮＴＩの第１の構成要素は、前記１６ビッ
トのうちの最初の１２ビットによって構成され、各ＲＮＴＩの第２の構成要素は、前記第
１の構成要素の最初の１２ビットに続く４ビットによって構成され、前記第２の構成要素
の４ビットは、各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられるＵＥのうちの対応する１つをユニー
クに識別する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つでブロ
ードキャストされる請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記端末が位置するセルの動作条件における変化に適応するために、前記ＲＮＴＩの第
１の構成要素に備えられたビット数と、前記ＲＮＴＩの第２の構成要素に備えられたビッ
ト数とを動的に修正することを備える請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、前記端末において、前
記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットに割り当てること、これによって、前記
干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくと
も１つの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようにな
る、
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連す
るＲＮＴＩを表し、
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットは、非セル間干渉に関連するＲＮＴ
Ｉを表す請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記端末は、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの端部に対して
より近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こ
すであろうと判定する請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記端末は、前記ＵＥが現在、非アクティブな状態にある場合、前記ＵＥが前記少なく
とも１つの近隣セルとの干渉を引き起こさないであろうと判定する請求項１３に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの少
なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対



(4) JP 2013-153488 A 2013.8.8

10

20

30

40

50

応する１つにブロードキャストすることをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞれ割
り当てられているＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前記少な
くとも１つの近隣セルによってサービス提供されているＵＥにおいて、前記ＲＮＴＩの少
なくとも１つの第１のサブセットをスキャンすることをさらに備える請求項１に記載の方
法。
【請求項１８】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられ
ている前記ＵＥのうちの対応する１つに、前記ＵＥのうちの対応する１つにダウンリンク
が向けられていることを通知するために、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセ
ットの内、割り当てられたＲＮＴＩのうちのおのおのの１つを、前記ＵＥのうちの対応す
る１つにブロードキャストすることをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのお
のおのの１つが、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのうちのＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応する１つの制御チャネルを構成し、
　前記ＵＥのうちの対応する１つの制御チャネルのコンテンツが、前記ＵＥのうちの対応
する１つに割り当てられたＲＮＴＩでスクランブルされる請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記端末のコンピューティング・デバイスに対して、請求項１に記載の方法を実行させ
る、記録されたコンピュータ・プログラムを有するコンピュータ読取可能記録媒体。
【請求項２１】
　無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセルを容易にする方法であって、
　前記無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているユーザ機器（ＵＥ）の
セットのためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティフィファイ
ヤ）のセットを、前記無線ネットワークの端末において管理することと、
　前記ＲＮＴＩのセットを、前記端末において、複数のサブセットに分割することと、
　前記端末において、前記ＵＥの第１のグループを、少なくとも１つの基準に基づいて、
前記分割された複数のサブセット内の第１のセットへ割り当てることと、これによって、
前記ＵＥの第１のグループにおけるＵＥがそれぞれ、ＲＮＴＩの第１のサブセット内のＲ
ＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになり、ここでは、前記ＲＮＴＩの第
１のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩはおのおのの、前記ＲＮＴＩの第１のサブセ
ットをユニークに識別する第１の構成要素と、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの各ＲＮ
ＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのうちの対応する１つをユニークに
識別する第２の構成要素とから構成され、
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロ
ードキャストすることによって、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキ
ャストすることと
を備える方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの基準は、前記端末によってサービス提供されているＵＥが、少な
くとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを備える請求項２１に記載の方
法。
【請求項２３】
　前記端末は、前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうである
かを、前記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定し、
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
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請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記端末は、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの端部に対して
より近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こ
すであろうと判定する請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記端末は、前記ＵＥが現在、非アクティブな状態にある場合に、前記ＵＥが前記少な
くとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こさないであろうと判定する請求項２３に記載の
方法。
【請求項２６】
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞれ割り当てられている
ＵＥの第１のグループのＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前
記少なくとも１つの近隣セルによってサービス提供されているＵＥにおいて、前記ＵＥの
第１のグループに割り当てられたＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャンすることをさら
に備える請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを判定
することと、
　前記ＵＥの第２のグループを、前記ＲＮＴＩのサブセットの第２の１つに割り当てるこ
とと、これによって、前記ＵＥの第２のグループにおけるＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩ
の第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになり、
をさらに備え、
　前記ＵＥの第２のグループは、前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそ
うであるとは判定されなかったＵＥを備える請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連するＲＮＴＩを表し
、前記ＲＮＴＩの第２のサブセットは、非セル間干渉に関連するＲＮＴＩを表す請求項２
７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ＵＥの第１のグループを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットに割
り当てることは、前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前
記第１のサブセット内のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのＵＥ
のうちの対応する１つにブロードキャストすることを備える請求項２１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられている前記ＵＥの
うちの対応する１つに、前記ＵＥのうちの対応する１つにダウンリンクが向けられている
ことを通知するために、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩ
のうちのおのおのの１つが、前記ＵＥの第１のグループのうちの対応する１つにブロード
キャストされる請求項２１に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのおのおのの１つは、
前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられるＵＥの第１のグル
ープの対応する１つのための制御チャネルを構成し、
　前記ＵＥの対応する１つのための制御チャネルのコンテンツは、前記ＵＥのうちの対応
する１つに割り当てられたＲＮＴＩ内でスクランブルされる請求項２１に記載の方法。
【請求項３２】
　割り当てられた各ＲＮＴＩは、１６ビットで構成され、
　各ＲＮＴＩの第１の構成要素は、前記１６ビットのうちの最初の１２ビットによって構
成され、各ＲＮＴＩの第２の構成要素は、前記第１の構成要素の最初の１２ビットに続く
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４ビットによって構成される請求項２１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記端末のコンピューティング・デバイスに対して、請求項２１に記載の方法を実行さ
せる、記録されたコンピュータ・プログラムを有するコンピュータ読取可能記録媒体。
【請求項３４】
　セル間干渉キャンセルを容易にするように構成された少なくとも１つのプロセッサを有
するコンピュータ処理デバイスであって、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されている複数のＵＥ（ユーザ機器）
のためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ）のセッ
トを管理するように構成された第１のモジュールと、
　前記ＵＥが近隣セルのうちの少なくとも１つとの干渉を引き起こしそうであるかを、前
記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定するように構成された第２のモジュール
と、
　前記ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少なくとも
１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥの少
なくとも１つの第２のサブセットとに分割するように構成された第３のモジュールと、
　前記干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つ
の第１のサブセットに割り当てるように構成された第４のモジュールと、これによって、
干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１
つの第１のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つが割り当てられるようになり、
を備え、
　ここで、割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、前記ＵＥのうちの対応する１つをユニ
ークに識別する、コンピュータ処理デバイス。
【請求項３５】
　前記プロセッサはさらに、前記端末に対して、前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮ
ＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストさせるよう
に構成された第５のモジュールを備える請求項３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項３６】
　前記第５のモジュールは、前記端末に対して、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１の
サブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられている前記ＵＥのうちの対応する１つに、
前記ＵＥのうちの対応する１つにダウンリンクが向けられていることを通知するために、
前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのうち
のおのおのの１つを、前記ＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストするように構成
された、請求項３５に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項３７】
　前記プロセッサはさらに、前記端末に対して、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つのサブセ
ットのうち、割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣セルにサービス提供
している別の端末と、前記少なくとも１つの近隣セル内でサービス提供されている少なく
とも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方に通信させ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの
第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞれ割り当てられているＵＥのうち、干渉
を引き起こしているＵＥを判定するために、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサー
ビス提供されている少なくとも１つのＵＥが、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャ
ンすることを可能にするように構成された第５のモジュールを備える請求項３４に記載の
コンピュータ処理デバイス。
【請求項３８】
　前記第４のモジュールは、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、
前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットに割り当てるように構成され、これに
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よって、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの
少なくとも１つの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられる
ようになる、請求項３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項３９】
　割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット
をユニークに識別する第１の構成要素と、おのおののＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられる
ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素とを備え、
　前記プロセッサはさらに、前記端末に対して、ＲＮＴＩの少なくとも第１のサブセット
内の割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、Ｒ
ＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように構
成された請求項３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項４０】
　前記第５のモジュールは、前記端末に対して、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つで、前記ＲＮＴ
Ｉの少なくとも１つの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように構成さ
れた請求項３９に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項４１】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連す
るＲＮＴＩを表し、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットは、非セル間干渉
に関連するＲＮＴＩを表す請求項３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項４２】
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
請求項３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
【請求項４３】
　前記第２のモジュールは、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの
端部に対してより近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干
渉を引き起こすであろうと判定するように構成された請求項４２に記載のコンピュータ処
理デバイス。
【請求項４４】
　無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているＵＥ（ユーザ機器）のセッ
トのためのＲＮＴＩ（リモート・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ）の
セットを管理する手段と、
　前記ＵＥが近隣セルのうちの少なくとも１つとの干渉を引き起こしそうであるかを、前
記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定する手段と、
　前記ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少なくとも
１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥの少
なくとも１つの第２のサブセットとに分割する手段と、
　干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセットに割り当てる手段と、これによって、前記干渉を引き起こしそうであると
判定されたＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮＴＩ
のうちの対応する１つを割り当てられるようになり、
を備え、
　ここで、割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵ
Ｅのうちの対応する１つをユニークに識別する、装置。
【請求項４５】
　前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの少
なくとも１つの第１のサブセットの内のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの
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対応する１つにブロードキャストする手段をさらに備える請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記ブロードキャストする手段は、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット
のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられている前記ＵＥのうちの対応する１つに、前記ＵＥの
うちの対応する１つにダウンリンクが向けられていることを通知するために、前記ＲＮＴ
Ｉの少なくとも１つの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのうちのおのおの
の１つを、前記ＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストする、請求項４５に記載の
装置。
【請求項４７】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つのサブセットのうち、割り当てられたＲＮＴＩを、前記
少なくとも１つの近隣セルにサービス提供している別の端末と、前記少なくとも１つの近
隣セル内でサービス提供されている少なくとも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方に通
信し、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞ
れ割り当てられているＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前記
少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供されている少なくとも１つのＵＥが、前
記ＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャンすることを可能にする手段をさらに備える請求
項４４に記載の装置。
【請求項４８】
　前記割り当てる手段は、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、Ｒ
ＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットに割り当て、これによって、干渉を引き起こ
しそうであるとは判定されなかったＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２の
サブセットの内、ＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになる、請求項４
４に記載の装置。
【請求項４９】
　割り当てられた各ＲＮＴＩは、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットをユニー
クに識別する第１の構成要素と、各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応
する１つをユニークに識別する第２の構成要素とから構成され、
　前記装置はさらに、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内の割り当てられた
ＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、ＲＮＴＩの少なくとも
１つの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストする手段を備える請求項４４に記載
の装置。
【請求項５０】
　前記暗黙的にブロードキャストする手段は、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサ
ブセットを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つで暗黙的にブロードキャストする請求項４９に記載
の装置。
【請求項５１】
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連す
るＲＮＴＩを表し、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットは、非セル間干渉
に関連するＲＮＴＩを表す請求項４４に記載の装置。
【請求項５２】
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
請求項４４に記載の装置。
【請求項５３】
　前記判定する手段は、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの端部
に対してより近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を
引き起こすであろうと判定する請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
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　装置であって、
　無線ネットワーク内の複数のユーザ機器（ＵＥ）へコンテンツをブロードキャストする
ように構成された送信機と、ここで、前記送信機から送信されたコンテンツは、前記コン
テンツが送信されるＵＥにそれぞれユニークであるＲＮＴＩを含み、
　空間分割構成要素と暗黙的ブロードキャスト構成要素とを含むＲＮＴＩ構成要素とを備
え、
　前記空間分割構成要素は、前記複数のＵＥのためのＲＮＴＩのセットを維持し、前記Ｒ
ＮＴＩのセットを、複数のＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて、複数のサブセット
に分割し、前記ＵＥの第１のグループにおけるＵＥの各属性に基づいて、前記複数のＵＥ
の第１のグループを、前記分割されたＲＮＴＩの第１のサブセットへ割り当て、これによ
って、前記ＵＥの第１のグループにおけるＵＥがそれぞれ、前記ＲＮＴＩの第１のサブセ
ット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つに割り当てられるようになる、ように構成され、
前記ＲＮＴＩの第１のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩはおのおのの、前記ＲＮＴ
Ｉの第１のサブセットをユニークに識別する第１の構成要素と、前記ＲＮＴＩの第１のサ
ブセットの各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのうちの対応する
１つをユニークに識別する第２の構成要素とを備え、
　前記暗黙的ブロードキャスト構成要素は、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのうち、割
り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、前記送信
機に対して、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように
構成された装置。
【請求項５５】
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干
渉を引き起こしそうであるかのうちの１つを備える請求項５４に記載の装置。
【請求項５６】
　前記空間分割構成要素はさらに、前記送信機に対して、前記割り当てられたＲＮＴＩを
、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの内のＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストさせるように構成
された請求項５４に記載の装置。
【請求項５７】
　前記ＲＮＴＩ構成要素は、前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こ
しそうであるかを判定するように構成され、
　前記空間分割構成要素はさらに、前記ＵＥの第２のグループを、ＲＮＴＩのサブセット
のうちの第２の１つに割り当てるように構成され、これによって、前記ＵＥの第２のグル
ープにおけるＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応す
る１つを割り当てられるようになり、
　前記ＵＥの第２のグループは、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ
を備える、請求項５４に記載の装置。
【請求項５８】
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連するＲＮＴＩを表し
、前記ＲＮＴＩの第２のサブセットは、非セル間干渉に関連するＲＮＴＩを表す請求項５
７に記載の装置。
【請求項５９】
　前記空間分割構成要素はさらに、前記送信機に対して、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つ
のサブセットのうち、割り当てられたＲＮＴＩを、少なくとも１つの近隣セルにサービス
提供している端末と、前記少なくとも１つの近隣セル内でサービス提供されている少なく
とも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方に通信させ、前記ＲＮＴＩの第１のサブセット
のうちの対応する１つがそれぞれ割り当てられているＵＥのうち、干渉を引き起こしてい
るＵＥを判定するために、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供されてい
る少なくとも１つのＵＥが、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャンすることを可能
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にするように構成された請求項５４に記載の装置。
【請求項６０】
　前記暗黙的ブロードキャスト構成要素は、前記送信機に対して、少なくとも１つの近隣
セルにサービス提供している端末と、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提
供されている少なくとも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方へ、ＲＮＴＩの第１のサブ
セットを暗黙的にブロードキャストさせ、前記少なくとも１つの近隣セルでサービス提供
されている少なくとも１つのＵＥが、暗黙的にブロードキャストされたＲＮＴＩの第１の
サブセットに含まれる第１の構成要素に基づいて、ＲＮＴＩの第１のサブセットのうちの
対応する１つがそれぞれ割り当てられたＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定
することを可能にするように構成された請求項５４に記載の装置。
【請求項６１】
　前記ＲＮＴＩ構成要素は、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起
こしそうであるかを判定するように構成され、
　前記空間分割構成要素は、
　セルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）、半永続的スケジューリングＲＮＴＩ（ＳＰＳ－ＲＮＴ
Ｉ）、テンポラリ・セルＲＮＴＩ（Ｔ－ＲＮＴＩ）、システム情報ＲＮＴＩ（ＳＩ－ＲＮ
ＴＩ）、ページングＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）、およびランダム・アクセスＲＮＴＩ（Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩ）からなるグループから選択される複数のＲＮＴＩにそれぞれ対応するＲＮ
ＴＩの複数のセットを管理し、
　前記ＲＮＴＩの複数のセットを、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少な
くとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵ
Ｅの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割し、
　干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセットに割り当て、これによって、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵ
Ｅはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内の複数のＲＮＴＩの
うちの対応する１つを割り当てられるようになる、ように構成された、請求項５４に記載
の装置。
【請求項６２】
　前記空間分割構成要素は、前記ＲＮＴＩの複数のセットを、前記ＲＮＴＩの複数のセッ
トのうちのおのおのの１つのための異なるサブセットにそれぞれ分割するように構成され
た請求項６１に記載の装置。
【請求項６３】
　無線ネットワークにおいて、端末によってサービス提供されるように構成されたユーザ
機器（ＵＥ）であって、前記ＵＥは、
　前記端末によってサービス提供されているセル内のＵＥをユニークに識別するために、
前記ＵＥに割り当てられたＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティ
ファイヤ）を受信し、前記端末によってサービス提供されているセル内のＵＥとの干渉を
引き起こしそうである少なくとも１つの近隣セル内のＵＥにそれぞれ割り当てられたＲＮ
ＴＩのサブセットを受信する、ように構成された受信ユニットと、
　端末によってサービス提供されているセル内のＵＥとの干渉を引き起こし、しかも、受
信されたＲＮＴＩのサブセットのうちの対応する１つが割り当てられている少なくとも１
つの近隣セル内のＵＥのうち、干渉を引き起こしている少なくとも１つのＵＥを判定する
ために、少なくとも１つの近隣セルにおけるＵＥに割り当てられた、受信されたＲＮＴＩ
のサブセットをスキャンするように構成された処理ユニットと、
　前記判定されたＵＥによって引き起こされた干渉の緩和およびキャンセルのうちの少な
くとも１つを開始するために、前記判定されたＵＥのアイデンティティを含む干渉通知信
号を、前記端末、および、前記少なくとも１つの近隣セルにサービス提供している別の端
末、のうちの少なくとも１つへ送信するように構成された送信ユニットと
を備えるユーザ機器。
【請求項６４】
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　前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥに割り当てられたＲＮＴＩのサブセット内のＲ
ＮＴＩはおのおの、
　前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥに割り当てられたＲＮＴＩのサブセットをユニ
ークに識別する第１の構成要素と、ＲＮＴＩのサブセットのおのおののＲＮＴＩがそれぞ
れ割り当てられている少なくとも１つの近隣セルにおけるＵＥのうちの対応する１つをユ
ニークに識別する第２の構成要素とを備え、
　前記受信ユニットは、ＲＮＴＩのサブセットの第１の構成要素を受信するように構成さ
れ、
　前記処理ユニットは、前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥのうちの対応する１つに
割り当てられたＲＮＴＩのそれぞれの第２の要素を、前記ＲＮＴＩの第１の構成要素に基
づいて判定するために、および、前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥに割り当てられ
たＲＮＴＩの、判定されたそれぞれの第２の構成要素に基づいて、前記少なくとも１つの
近隣セル内の前記少なくとも１つの干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前記
受信されたＲＮＴＩのサブセットで構成されるＲＮＴＩをスキャンするように構成された
、請求項６３に記載のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、２００９年３月２０日に出願された米国仮出願６１／１６２，１８７号に対す
る３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｅ）の下の優先権を主張する。
【０００２】
この先願の全内容は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００３】
　本開示は、セル間干渉キャンセルを容易にするための装置および方法に関し、さらに詳
しくは、暗黙的にＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティフィケー
ション）情報をブロードキャストすることによって、および／または、ＲＮＴＩ空間を分
割することによって、セル間干渉キャンセルを容易にするためのシステムおよび方法に関
する。
【背景技術】
【０００４】
　無線通信システムは、さまざまなタイプの通信を提供するために広く開発された。例え
ば、音声および／またはデータが、そのような無線通信システムによって提供されうる。
一般的な無線通信システム（すなわち、ネットワーク）は、（例えば、帯域幅や送信電力
等のような）１または複数の共有リソースへ複数のユーザ・アクセスを提供しうる。例え
ば、システムは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、符号分割多重
化（ＣＤＭ）、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）のようなさまざまな多元接続技術を使
用することができる。
【０００５】
　一般に、無線多元接続通信システムは、複数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信を同時
にサポートすることができる。ＵＥはおのおのの、順方向リンクおよび逆方向リンクにお
ける送信によって、１または複数の基地局と通信しうる。順方向リンク（すなわち、ダウ
ンリンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを称し、逆方向リンク（すなわち、アップリ
ンク）はＵＥから基地局への通信リンクを称する。ネットワーク有効通信範囲およびサー
ビス品質の最適化は、無線ネットワーク・オペレータにとって変わることのない目標であ
る。セルラ・システムの構成により、ＵＥは、１または複数のその他のＵＥから、および
／または、１または複数の非サービス提供セルから干渉を受けることがある。例えば、基
地局によってサービス提供されているＵＥは、一般に、同じ基地局内で制御される同じ基
地局によってサービス提供される別のＵＥから、および／または、近隣基地局によってサ
ービス提供されている別のＵＥから干渉を受けることがある。ネットワーク有効通信範囲
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およびサービス品質を最適化するために、無線ネットワーク・オペレータは、このような
干渉を緩和および／またはキャンセルすることを目指している。このような干渉を緩和す
るためのさまざまなアプローチが提案されているが、ＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・
テンポラリ・アイデンティフィケーション）を用いるものは、計算負荷が高くなりうる。
【発明の概要】
【０００６】
　典型的な実施形態は、無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセルを容易にする方
法を提供する。この典型的な方法は、無線ネットワーク内の基地局によってサービス提供
されているユーザ機器（ＵＥ）のセットのためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テン
ポラリ・アイデンティフィケーション）のセットを、無線ネットワークの端末において管
理することを含む。この典型的な方法はまた、ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干
渉を引き起こしそうであるかを、端末において、ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づい
て判定することを含む。さらに、この典型的な方法は、端末において、ＲＮＴＩのセット
を、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少なくとも１つの第１のサブセット
と、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサ
ブセットとに分割することを含む。この典型的な方法はまた、干渉を引き起こしそうであ
ると判定されたＵＥを、端末において、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットに
割り当て、これによって、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥがそれぞれ、Ｒ
ＮＴＩの少なくとも１つのサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられ
るようにすることを含む。割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＵＥのうちの対応する
１つをユニークに識別しうる。
【０００７】
　典型的な実施形態は、無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセルを容易にする方
法を提供する。この典型的な方法は、無線ネットワークにおける基地局によってサービス
提供されているＵＥのセットのためのＲＮＴＩのセットを、無線ネットワークの端末にお
いて管理することと、ＲＮＴＩのセットを、端末において、複数のサブセットに分割する
こととを含む。それに加えて、この典型的な方法はまた、端末において、分割された複数
のサブセット内の第１のセットへ、ＵＥの第１のグループを割り当て、これによって、Ｕ
Ｅの第１のグループにおけるＵＥがそれぞれ、ＲＮＴＩの第１のサブセット内のＲＮＴＩ
のうちの対応する１つを割り当てられるようにすることを含む。ＲＮＴＩの第１のサブセ
ット内の割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩの第１のサブセットをユニーク
に識別する第１の構成要素と、ＲＮＴＩの第１のサブセットのおのおののＲＮＴＩがそれ
ぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのうちの対応する１つをユニークに識別する第
２の構成要素とから構成される。この典型的な方法はまた、ＲＮＴＩの第１のサブセット
内の割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、Ｒ
ＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストすることを含む。
【０００８】
　典型的な実施形態はまた、基地局のコンピューティング・デバイスに対して、セル間干
渉キャンセルを容易にする上述した典型的な方法のうちの何れかを実行させる、記録され
たコンピュータ・プログラムを有するコンピュータ読取可能記録媒体を提供する。
【０００９】
　典型的な実施形態はまた、セル間干渉キャンセルを容易にするように構成された少なく
とも１つのプロセッサを有するコンピュータ処理デバイスを提供する。この少なくとも１
つのプロセッサは、無線ネットワーク内の基地局によってサービス提供されている複数の
ＵＥのためのＲＮＴＩのセットを管理するように構成された第１のモジュールを含む。こ
の少なくとも１つのプロセッサはまた、ＵＥが近隣セルのうちの少なくとも１つとの干渉
を引き起こしそうであるかを、ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定するように
構成された第２のモジュールを含む。それに加えて、この少なくとも１つのプロセッサは
、ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると第２のモジュールによって判定さ
れたＵＥの少なくとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであると第２の
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モジュールによって判定されなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割
するように構成された第３のモジュールを含む。さらに、この少なくとも１つのプロセッ
サは、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセットに割り当て、これによって、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵ
Ｅがそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応
する１つが割り当てられるようにする第４のモジュールを含む。割り当てられたおのおの
のＲＮＴＩは、ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられているＵＥのうちの対応する１つをユニ
ークに識別しうる。
【００１０】
　典型的な実施形態は、セル間干渉キャンセルを容易にする典型的な装置を提供する。こ
の典型的な装置は、無線ネットワーク内の基地局によってサービス提供されているＵＥ（
ユーザ機器）のセットのためのＲＮＴＩ（リモート・ネットワーク・テンポラリ・アイデ
ンティフィケーション）のセットを管理する手段と、ＵＥが少なくとも１つの近隣セルと
の干渉を引き起こしそうであるかを、ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定する
手段とを含む。この典型的な装置はまた、ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうで
あると判定されたＵＥの少なくとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうで
あるとは判定されなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割する手段を
含む。さらに、この典型的な装置は、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、
ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットに割り当て、これによって、干渉を引き起
こしそうであると判定されたＵＥがそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセ
ット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つが割り当てられるようにする手段を含む。割り当
てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応す
る１つをユニークに識別しうる。
【００１１】
　典型的な実施形態は、セル間干渉キャンセルを容易にする典型的な装置を提供する。こ
の典型的な装置は、無線ネットワーク内の複数のユーザ機器（ＵＥ）へコンテンツをブロ
ードキャストするように構成された送信機を含む。送信機から送信されたコンテンツは、
コンテンツが送信されるＵＥにそれぞれユニークであるＲＮＴＩを含んでいる。この典型
的な装置はさらに、ＲＮＴＩ構成要素を含んでいる。これは、空間分割構成要素と、暗黙
的ブロードキャスト構成要素とを含む。空間分割構成要素は、複数のＵＥのためのＲＮＴ
Ｉのセットを維持し、ＲＮＴＩのセットを、複数のＵＥの少なくとも１つの各属性に基づ
いて、複数のサブセットに分割するように構成されている。それに加えて、空間分割構成
要素は、ＵＥの第１のグループにおけるＵＥの各属性に基づいて、複数のＵＥの第１のグ
ループを、分割されたＲＮＴＩの第１のサブセットへ割り当て、これによって、ＵＥの第
１のグループにおけるＵＥがそれぞれ、ＲＮＴＩの第１のサブセット内のＲＮＴＩのうち
の対応する１つに割り当てられるようにするように構成される。ＲＮＴＩの第１のサブセ
ット内の割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩの第１のサブセットをユニーク
に識別する第１の構成要素と、ＲＮＴＩの第１のサブセットの各ＲＮＴＩがそれぞれ割り
当てられているＵＥの第１のグループのうちの対応する１つを、ユニークに識別する第２
の構成要素とを含む。暗黙的ブロードキャスト構成要素は、ＲＮＴＩの第１のサブセット
内の、割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、
送信機に対して、ＲＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように
構成される。
【００１２】
　典型的な実施形態は、無線ネットワークにおいて、端末によってサービス提供されるよ
うに構成されたユーザ機器（ＵＥ）を含む。この典型的なＵＥは、端末によってサービス
提供されているセル内のＵＥをユニークに識別するために、ＵＥに割り当てられたＲＮＴ
Ｉ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ）を受信し、端末からコ
ンテンツを受信し、端末によってサービス提供されているセル内のＵＥとの干渉を引き起
こしそうである少なくとも１つの近隣セル内のＵＥにそれぞれ割り当てられたＲＮＴＩの
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サブセットを受信する、ように構成された受信ユニットを含む。典型的なＵＥはまた、端
末によってサービス提供されているセル内のＵＥとの干渉を引き起こし、しかも、受信さ
れたＲＮＴＩのサブセット内の対応する１つが割り当てられている少なくとも１つの近隣
セル内のＵＥのうち、少なくとも１つの干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、
少なくとも１つの近隣セルにおけるＵＥに割り当てられた、受信されたＲＮＴＩのサブセ
ットをスキャンするように構成された処理ユニットを含む。さらに、典型的なＵＥは、判
定されたＵＥによって引き起こされた干渉の緩和およびキャンセルのうちの少なくとも１
つを開始するために、判定されたＵＥのアイデンティティを含む干渉通知信号を、端末、
または、少なくとも１つの近隣セルにサービス提供している別の端末、のうちの少なくと
も１つへ送信するように構成された送信ユニットを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、主題とする仕様の態様にしたがう典型的な多元接続無線通信システムを
例示する。
【図２】図２は、主題とする仕様の態様にしたがう典型的な通信システムの一般的なブロ
ック図を例示する。
【図３】図３は、主題とする仕様の態様にしたがう典型的な無線通信システムを例示する
。
【図４】図４は、主題とする仕様の実施形態にしたがう典型的な無線通信システムを例示
する。
【図５】図５は、主題とする仕様の少なくとも１つの実施形態にしたがう典型的な無線通
信システムを例示する。
【図６】図６は、主題とする仕様の少なくとも１つの実施形態にしたがってセル間干渉キ
ャンセルを容易にする方法の典型的な特徴を例示するフローチャートを示す。
【図７】図７は、主題とする仕様の少なくとも１つの実施形態にしたがってセル間干渉キ
ャンセルを容易にする方法の典型的な特徴を例示するフローチャートを示す。
【図８】図８は、主題とする仕様にしたがって、１または複数の機能を自動化することを
容易にする人工知能構成要素を適用する典型的なシステムを例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本開示のさまざまな態様および典型的な実施形態が、図面を参照して記載される。以下
の記載では、説明の目的のために、１または複数の態様の完全な理解を提供するために、
多くの具体的な詳細が述べられる。しかしながら、そのような態様は、これら具体的な詳
細無しで実現されうることが明確である。
【００１５】
　本願で使用されるように、「構成要素」、「モジュール」、「システム」等のような用
語は、限定される訳ではないが、例えば、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェア
とソフトウェアとの組み合わせのようなコンピュータ関連エンティティを含むことが意図
されている。ソフトウェアは、（例えば、ＣＰＵのような）コンピューティング・デバイ
スのプロセッサによって実行された場合に、コンピューティング・デバイスに対して、ソ
フトウェアによって規定された動作を実行させるための、コンピュータ読取可能記録（格
納）媒体に記録されたソフトウェアを含む。例えば、構成要素は、限定される訳ではない
が、プロセッサ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行スレ
ッド、プログラム、および／またはコンピュータでありうる。例示によれば、コンピュー
ティング・デバイス上で実行中のアプリケーションと、コンピュータ・デバイスとの両方
が構成要素になりえる。１または複数の構成要素は、プロセスおよび／または実行スレッ
ド内に存在し、構成要素は、１つのコンピュータに局在化されるか、および／または、２
つ以上のコンピュータに分散されうる。さらに、これらの構成要素は、さまざまなデータ
構造を格納したさまざまなコンピュータ読取可能媒体から実行可能である。これら構成要
素は、例えば、信号によってローカル・システムや分散システム内の他の構成要素とイン
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タラクトする１つの構成要素からのデータ、および／または、他のシステムを備えた例え
ばインターネットのようなネットワークを介して他の構成要素とインタラクトする１つの
構成要素からのデータのような１または複数のデータのパケットを有する信号にしたがっ
て、ローカル処理および／またはリモート処理によって通信することができる。
【００１６】
　さらに、本明細書では、さまざまな態様が、無線機能を備えた有線端末であるか、また
は、無線端末である端末に関連して説明されている。端末は、システム、デバイス、加入
者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、ＵＥ、基地局、遠隔局、遠隔端末、アクセス
端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザ・エージェント、ユーザ・デバイス、ま
たは、本明細書で使用されているように、ユーザ機器（ＵＥ）とも称されうる。端末は、
構成要素の一部でありうる。あるいは、構成要素が、端末の一部となりうる。ＵＥは、セ
ルラ電話、衛星電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線
ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続機能を有するハンド
ヘルド・デバイス、コンピューティング・デバイス、あるいは、無線モデムに接続された
その他の処理デバイスでありうる。さらに、本明細書では、さまざまな態様が、基地局に
関して記載される。（マクロ・セル、ミクロ・セル、ピコ・セル、またはフェムト・セル
基地局を含む）基地局は、無線端末（単数または複数）と通信するために利用され、アク
セス・ポイント、ノードＢ、あるいはその他いくつかの用語で称されうる。
【００１７】
　さらに、用語「または」は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」を意味
することが意図されている。すなわち、特に指定されていない場合、あるいは、文脈から
明らかではない場合、「ＸはＡまたはＢを適用する」という句は、自然な包括的な置き換
えのうちの何れかを意味することが意図されている。すなわち、「ＸはＡまたはＢを使用
する。」という句は、以下の例のうちの何れによって満足される。ＸはＡを使用する。Ｘ
はＢを使用する。あるいは、ＸはＡとＢとの両方を使用する。同様に、「～のうちの少な
くとも１つ」という句は、排他的な「または」ではなく包括的な「または」を意味するこ
とが意図される。すなわち、特に指定されていない場合、あるいは、文脈から明らかでは
ない場合、「端末は、ＡおよびＢのうちの少なくとも１つに通信する」という文言は、以
下のうちのいずれかによって満足される。端末が、Ａに通信する。端末が、Ｂに通信する
。あるいは、端末が、ＡとＢとの両方に通信する。さらに、本願および特許請求の範囲で
使用されているような冠詞“ａ”および“ａｎ”は、特に指定されていない場合、あるい
は、単数を対象としていることが文脈から明らかではない場合、一般に、「１または複数
」を意味するものと解釈されるべきである。本明細書で使用されるように、用語「手段」
または句「～する手段」は、本明細書に記載されたように指定された機能を実行する構成
要素を含むことが意図される。構成要素の例は、本明細書では、以下に詳述する典型的な
実施形態および添付図面の記述で述べられたような「手段」要素に関して記載される。本
明細書で記載されたようなさまざまな手段要素は、さまざまな手段およびそれらの均等物
に関して記載された構成要素を含む。
【００１８】
　本明細書で記載された技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）システム、およびその他のシステムのようなさまざまな無線通信システムに使用する
ことができる。「システム」、「ネットワーク」という用語はしばしば置換可能に使用さ
れる。ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバーサル地上ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ
）、ｃｄｍａ２０００等のようなラジオ技術を実施することができる。ＵＴＲＡは、広帯
域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡのその他の変形を含んでいる。ｃｄｍａ２０
００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。
ＴＤＭＡシステムは、例えばグローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標））のよ
うな無線技術を実現することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、例えばイボルブドＵＴＲ
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Ａ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０
２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．
２０、フラッシュ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術を実現することができる。
ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・シ
ステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ
）は、ダウンリンクではＯＦＤＭＡを適用し、アップリンクではＳＣ－ＦＤＭＡを適用す
るＥ－ＵＴＲＡを用いるＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナシップ計画プロジェクト」（３ＧＰＰ）
と命名された組織からのドキュメントに記述されている。さらに、ｃｄｍａ２０００およ
びＵＭＢは、「第３世代パートナシップ計画プロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と命名され
た組織からのドキュメントに記述されている。さらに、このような無線通信システムは、
しばしばアンペア（ｕｎｐａｉｒｅｄ）な無許可のスペクトルを用いるピア・トゥ・ピア
（例えば、モバイル・トゥ・モバイル）アド・ホック・ネットワーク・システム、８０２
．ｘｘ無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、および、その他任意の短距離また
は長距離の無線通信技術を含みうる。
【００１９】
　さまざまな態様または特徴が、多くのデバイス、構成要素、モジュール等を含むシステ
ムの観点から示されるだろう。さまざまなシステムが、追加のデバイス、構成要素、モジ
ュール等を含むことができるか、および／または、図面に関連して説明されたデバイス、
構成要素、モジュール等の必ずしも全てを含んでいる訳ではないことが理解され、認識さ
れるべきである。これらアプローチの組み合わせもまた使用されうる。
【００２０】
　Ｉ．典型的なセルラ・アーキテクチャおよび動作
　図１に示すように、本明細書に示されたさまざまな典型的な実施形態にしたがう無線通
信システム１００が例示されている。システム１００は、複数のアンテナ・グループを含
むことができる基地局１０２を含む。例えば、１つのアンテナ・グループは、アンテナ１
０４、１０６からなる第１のセットを含むことができ、別のグループは、アンテナ１０８
、１１０からなる第２の別のセットを備えることができ、さらに別のグループは、アンテ
ナ１１２、１１４からなる第３のセットを含むことができる。おのおののアンテナ・グル
ープについて２本のアンテナしか例示されていないが、２本より多いアンテナ、または２
本より少ないアンテナも、各グループのために利用されうる。基地局１０２はさらに、送
信機チェーンおよび受信機チェーンを含みうる。それらおのおのは、当業者によって理解
されるように、信号の送信および受信に関連付けられた複数の構成要素（例えば、プロセ
ッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナ等）を備えうる。
【００２１】
　基地局１０２は、例えば第１のＵＥ１１６および第２のＵＥ１２２のような１または複
数のＵＥと通信しうる。しかしながら、基地局１０２は、第１のＵＥ１１６および第２の
ＵＥ１２２に類似した実質的に任意の数のＵＥと通信しうることが認識されるべきである
。第１のＵＥ１１６および第２のＵＥ１２２は、例えば、セルラ電話、スマート・フォン
、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルド・コンピューティング・デバ
イス、衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ、および／または、無線通信システム１
００によって通信するためのその他任意の適切なデバイスでありうる。図示するように、
第１のＵＥ１１６は、アンテナ１１２、１１４からなる第３のセットと通信している。こ
こで、アンテナ１１２、１１４からなる第３のセットは、第１の順方向リンク１１８で第
１のＵＥ１１６に情報を送信し、第１の逆方向リンク１２０で第１のＵＥ１１６から情報
を受信する。さらに、第２のＵＥ１２２は、アンテナ１０４、１０６からなる第１のセッ
トと通信している。ここで、アンテナ１０４、１０６からなる第１のセットは、第２の順
方向リンク１２４によって第２のＵＥ１２２へ情報を送信し、第２の逆方向リンク１２６
によって第２のＵＥ１２２から情報を受信する。周波数分割デュプレクス（ＦＤＤ）シス
テムでは、例えば、第１の順方向リンク１１８は、第１の逆方向リンク１２０によって使
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用されるものとは異なる周波数帯域を使用し、第２の順方向リンク１２４は、第２の逆方
向リンク１２６によって使用されるものとは異なる周波数帯域を使用することができる。
さらに、時分割デュプレクス（ＴＤＤ）システムでは、第１の順方向リンク１１８および
第１の逆方向リンク１２０が、共通の周波数帯域を使用し、第２の順方向リンク１２４お
よび第２の逆方向リンク１２６が、共通の周波数帯域を使用することができる。
【００２２】
　通信するように指定された領域および／またはアンテナのおのおののグループは、基地
局１０２のセクタと称され、さまざまなセクタが、単一の基地局１０２のためのセルを形
成している。例えば、アンテナ・グループは、基地局１０２によってカバーされている領
域のセクタ内のＵＥへ通信するように設計されうる。第１の順方向リンク１１８および第
２の順方向リンク１２４による通信では、基地局１０２の送信アンテナは、第１のＵＥ１
１６および第２のＵＥ１２２のための第１の順方向リンク１１８および第２の順方向リン
ク１２４の信号対雑音比を改善するために、ビーム・フォーミングを利用しうる。例えば
、これは、所望の方向に信号を発信するプリコーダを用いることによって提供されうる。
さらに、基地局１０２は、第１のＵＥ１１６および第２のＵＥ１２２に送信するためにビ
ーム・フォーミングを利用している間、ビームは、関連付けられた有効通信範囲領域にわ
たってランダムに分散し、（例えば、マクロ・セル、ピコ・セル、および／または、フェ
ムト・セルのような）近隣セル内のＵＥは、すべてのＵＥに対して単一のアンテナによっ
て送信している基地局と比べて、少ない干渉しか被らない。さらに、第１のＵＥ１１６お
よび第２のＵＥ１２２は、一例において、ピア・トゥ・ピアまたはアド・ホック技術を用
いて互いにダイレクトに通信しうる。本明細書で使用されるように、セルがオーバラップ
しているか、部分的にオーバラップしているか、あるいは、互いに隣接しているかに関わ
らず、「近隣セル」は、マクロ・セル、ミクロ・セル、ピコ・セル、および／または、フ
ェムト・セルのうちの１または複数でありうる。
【００２３】
　図２は、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システム２００における（アクセス・ポイント
としても知られている）送信機システム２１０および（アクセス端末としても知られてい
る）受信機システム２５０のブロック図である。送信機システム２１０では、多くのデー
タ・ストリームのトラフィック・データが、データ・ソース２１２から送信機（ＴＸ）デ
ータ・プロセッサ２１４に提供される。
【００２４】
　典型的な実施形態では、おのおののデータ・ストリームが、それぞれの送信アンテナを
介して送信される。ＴＸデータ・プロセッサ２１４は、符号化されたデータを提供するた
めに、データ・ストリームについて選択された特定の符号化スキームに基づいて、各デー
タ・ストリームのためのトラフィック・データをフォーマットし、符号化し、インタリー
ブする。
【００２５】
　おのおののデータ・ストリームの符号化されたデータは、ＯＦＤＭ技術を用いてパイロ
ット・データと多重化されうる。パイロット・データは一般に、既知の手法で処理される
既知のデータ・パターンであり、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて
使用されうる。おのおののデータ・ストリームについて多重化されたパイロットおよび符
号化されたデータは、データ・ストリームのために選択された特定の変調スキーム（例え
ば、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、Ｍ－ＰＳＫ、あるいはＭ－ＱＡＭ等）に基づいて変調（例えば
、シンボル・マップ）され、変調シンボルが提供される。おのおののデータ・ストリーム
のデータ・レート、符号化、および変調は、ＴＸデータ・プロセッサ２１４内のプロセッ
サ２３０によって実行される命令群によって決定される。
【００２６】
　すべてのデータ・ストリームの変調シンボルは、（例えば、ＯＦＤＭのための）変調シ
ンボルをさらに処理するＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０に提供される。ＴＸ　ＭＩＭＯ
プロセッサ２２０はその後、ＮＴ個の変調シンボル・ストリームを、ＮＴ個の送信機（Ｔ
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ＭＴＲ）２２２ａ乃至２２２ｔへ提供する。典型的な実施形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロ
セッサ２２０は、データ・ストリームのシンボルへ、および、このシンボルの送信がなさ
れるアンテナへ、ビーム・フォーミング重みを適用する。
【００２７】
　おのおのの送信機２２２は、１または複数のアナログ信号を提供するために、それぞれ
のシンボル・ストリームを受信して処理し、さらには、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に
適切な変調信号を提供するために、このアナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタ、
およびアップコンバート）する。送信機２２２ａ乃至２２２ｔからのＮＴ個の変調信号は
、ＮＴ個のアンテナ２２４ａ乃至２２４ｔそれぞれから送信される。
【００２８】
　受信機システム２５０では、送信された変調信号がＮＲ個のアンテナ２５２ａ乃至２５
２ｒによって受信され、おのおののアンテナ２５２からの受信信号が、それぞれの受信機
（ＲＣＶＲ）２５４ａ乃至２５４ｒへ提供される。おのおのの受信機２５４は、受信した
それぞれの信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、およびダウンコンバート）し、この調
整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらにこのサンプルを処理して、対応
する「受信された」シンボル・ストリームを提供する。
【００２９】
　ＲＸデータ・プロセッサ２６０は、ＮＲ個の受信機２５４からＮＲ個のシンボル・スト
リームを受信し、受信されたこれらシンボル・ストリームを、特定の受信機処理技術に基
づいて処理して、ＮＴ個の「検出された」シンボル・ストリームを提供する。ＲＸデータ
・プロセッサ２６０は、その後、検出されたおのおののシンボル・ストリームを復調し、
デインタリーブし、復号して、そのデータ・ストリームのためのトラフィック・データを
復元する。ＲＸデータ・プロセッサ２６０による処理は、送信機システム２１０における
ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０およびＴＸデータ・プロセッサ２１４によって実行され
るものと相補的である。
【００３０】
　プロセッサ２７０は、上述したように、どの事前符号化行列を使用するのかを定期的に
決定する。さらに、プロセッサ２７０は、行列インデクス部およびランク値部を備えた逆
方向リンク・メッセージを規定することができる。
【００３１】
　逆方向リンク・メッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータ・ストリー
ムに関するさまざまなタイプの情報を備えうる。逆方向リンク・メッセージは、多くのデ
ータ・ストリームのトラフィック・データをデータ・ソース２３６から受け取るＴＸデー
タ・プロセッサ２３８によって処理され、変調器２８０によって変調され、送信機２５４
ａ乃至２５４ｒによって調整され、基地局２１０へ送り戻される。
【００３２】
　送信機システム２１０では、受信機システム２５０からの変調された信号が、アンテナ
２２４によって受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４０によって復調さ
れ、ＲＸデータ・プロセッサ２４２によって処理されて、受信機システム２５０によって
送信された逆方向リンク・メッセージが抽出される。プロセッサ２３０は、ビーム・フォ
ーミング重みを決定するために、どの事前符号化行列を使用するかを決定し、その後、抽
出されたメッセージを処理しうる。
【００３３】
　ＩＩ．本開示の典型的なシステムおよび方法にしたがうＲＮＴＩ管理
　図３は、多くのユーザをサポートするように構成された典型的な無線通信システム３０
０を例示しており、ここでは、開示されたさまざまな実施形態および本開示の態様が実現
される。図３に示すように、一例として、システム３００は、例えばマクロ・セル３０２
ａマクロ・セルのような複数のセル３０２のための通信を提供する。ここで、おのおのの
セルは、対応する基地局（ＢＳ）３０４（例えば、第１乃至７のＢＳ３０４ａ－３０４ｇ
）によってサービス提供される。これらは、典型的なシステム３００における端末の例で
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ある。おのおののセルはさらに、（例えば、１または複数の周波数をサービス提供するた
めに、）１または複数のセクタへ分割されうる。ユーザ機器（ＵＥ）あるいは移動局とし
ても置換可能に知られており、第１乃至１１のＵＥ３０６ａ－３０６ｋを含むさまざまな
ＢＳ３０６が、システム全体にわたって分布している。ＵＥ３０６はおのおのの、例えば
、ＵＥ３０６がアクティブであるか、および、ソフト・ハンドオフにあるかに依存して、
所与の瞬間において、順方向リンク（ＦＬ）および／または逆方向リンク（ＲＬ）によっ
て、１または複数のＢＳ３０４と通信することができる。無線通信システム３００は、広
い地理的領域にわたってサービスをマクロ・セルができ、例えば、マクロ・セル３０２ａ
－３０２ｇは、近隣の少数のブロックをカバーすることができる。
【００３４】
　さらに、無線通信システム３００は、ヘテロジニアスなネットワークから構成されうる
。ここでは、異なるＢＳ３０４が、異なる電力クラス、異なるアンテナ利得差等を有する
。したがって、複数のＵＥ３０６がＢＳ３０４からほぼ同じ距離に位置している場所でさ
えも、ＢＳ３０４における受信電力は変動しうる。例えば、ヘテロジニアスなネットワー
クでは、例えば、（前述したような）複数のマクロ・セル、１または複数のピコ・セル、
および、１または複数のフェムト・セルが存在しうる。ピコ・セルは、ヘビー・ユーザ・
トラフィック等が存在する領域をカバーするように構成され、フェムト・セルは、例えば
住宅や事務所のような小さな領域をカバーするように構成されうる。これは、セル間干渉
をもたらしうる。例えば、第１のＵＥ３０６が、低電力のピコ・セルによってサービス提
供されている場合、第１のＵＥ３０６は、例えば、マクロ・セルの高い送信強度によって
、例えばマクロ・セルのような近隣セルから非常に強い干渉を受けうる。例えば、連続干
渉計算（ＳＩＣ）、セル間干渉調整スケジューリング、アップリンクセル間干渉調整、お
よび、例えばモバイル・デバイスのようなＵＥへの同期制御信号の送信のようなセル間干
渉を緩和するさまざまなアプローチが存在する。
【００３５】
　前述した例においてＵＥ３０６によって見られる干渉を最小化するために、ＵＥ３０６
は、いくつかの干渉キャンセルを適用するように構成されうる。例えば、典型的な実施形
態によれば、第１のＵＥ３０６が、マクロ・セルＢＳ３０４によってサービス提供され、
ピコ・セルＢＳ３０４から強い干渉を受けており、第１のＵＥ３０６が、干渉を引き起こ
している第２のＵＥ３０６に関するすべての情報を知っている場合、第１のＵＥ３０６は
、干渉のインパクトを最小化するために、干渉キャンセルを適用しうる。しかしながら、
干渉キャンセルを実行するために、第１のＵＥ３０６は、干渉を引き起こしている第２の
ＵＥ３０６のアイデンティティを知っている必要がある。一般に、干渉キャンセルのため
に必要な適切なＵＥ３０６情報は、第１のＵＥ３０６に対して利用可能ではない他のＲＳ
３０４によってスケジュールされる。１つのオプションは、第１のＵＥ３０６が、ブライ
ンド検出によって、第２のＵＥ３０６のアイデンティティの発見を試みることである。例
えば、ＬＴＥ（ロング・ターム・イボリューション）では、おのおののＵＥ３０６が、少
なくとも１つのユニークなＩＤ（例えば、ＲＮＴＩ）を有するだろう。おのおののＵＥ３
０６はそれぞれ、１または複数のタイプのＲＮＴＩが割り当てられうる。例えば、ＵＥ３
０６は、ＵＥ３０６がサービス提供されているセルにおける規則的な動的スケジューリン
グのためのセルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）、サービス提供セルにおける半永続的スケジュ
ーリングのための半永続的スケジューリングＲＮＴＩ（ＳＰＳ－ＲＮＴＩ）、２つの近隣
セル間を移行する（例えば、ハンドオフする）ＵＥ３０６のアイデンティフィケーション
のためのテンポラリ・セルＲＮＴＩ（Ｔ－ＲＮＴＩ）、システム情報の送信および／また
は受信のためのシステム情報（ＳＩ－ＲＮＴＩ）、ページング情報の送信および／または
受信のためにＵＥ３０６を識別するためのページングＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）、ランダ
ム・アクセス応答においてＵＥ３０６を識別するためのランダム・アクセスＲＮＴＩ（Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩ）等が割り当てられうる。いくつかの動作パラメータに関して、ＵＥ３０６
をユニークに識別するために、その他のタイプのＲＮＴＩがＵＥ３０６に対して割り当て
られうる。本開示は、本明細書に記載された特定のタイプのＲＮＴＩに限定されておらず
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、将来において開発されるどのＲＮＴＩも、本開示の技術に包含されるべきである。ＲＮ
ＴＩ（単数または複数）は、ダウンリンク制御チャネルとしてのものを含む複数の目的の
ために、サービス提供セルおよびＵＥ３０６によって使用される。ここで、ＵＥ３０６は
、ＲＮＴＩに基づいて、ダウンリンクがＵＥ３０６のために意図されていることを判定し
うる。ＲＮＴＩは、（他のメカニズムと連携して）制御チャネルのさまざまなコンテンツ
をスクランブルするために使用されうる。その結果、ＲＮＴＩを有するＵＥ３０６のみが
、コンテンツを復号しうる。言い換えれば、ＵＥ３０６に特有の制御コンテンツが存在す
る場合、ＵＥ３０６は、この制御コンテンツがＵＥ３０６のために意図されているかを判
定するために、自身のＲＮＴＩを使用せねばならない。例えば、典型的な実施形態によれ
ば、ＲＮＴＩは、ＢＳ３０４からＵＥ３０６へダウンリンク（ＤＬ）制御情報を送信する
ために使用されうる物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＨ）で伝送される、例えば巡
回冗長検査（ＣＲＣ）のような誤り検出コードをスクランブルおよび／またはマスクする
ために使用されうる。別の例として、ＲＮＴＩは、ユニキャスト送信のために、および、
恐らくは、ＵＥ３０６へのページング情報の送信のために使用されうる物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）で伝送されるさまざまなコンテンツをスクランブルおよび／
またはマスクするために使用されうる。
【００３６】
　第１のＵＥ３０６は、さほど困難を伴うことなく近隣セルＩＤを判定しうる。しかしな
がら、第１のＵＥ３０６は、近隣セルがどのＵＥ３０６をスケジュールしているかを知ら
ない。前述したように、第１のＵＥ３０６は、近隣セルがどのＵＥ３０６をスケジュール
しているかを発見するために、ブラインド検出を実行しうる。しかしながら、これは、極
めて非効率的であり、計算負荷が高くなりうる。例えば、ＲＮＴＩが、１６ビット（例え
ば、２１６の可能なＲＮＴＩ）を有している場合、力ずくでの検出ルーチンを行っている
間、第１のＵＥ３０６は、送信されたＲＮＴＩの何れが、実際に干渉に関連しているのか
を発見するために、近隣セルによって送信された、可能性のあるすべてのＲＮＴＩをスキ
ャンするだろう。これは、計算負荷が高くなるであろう。前述の説明は単なる一例であり
、当業者は、同じような例を容易に特定できるであろうことが認識されるべきである。例
えば、セル間干渉は、ホモジニアスなネットワークにおける近隣のマクロ・セルから生じ
うる。
【００３７】
　典型的な実施形態によれば、セル間干渉キャンセルを容易にするために、２つの可能な
技術が提供される。例えば、本開示の典型的な実施形態は、以下にさらに詳述するように
、ＲＮＴＩ空間が、複数のグループまたはサブセットに分割されうるか、および／または
、ＵＥへ割り当てられたＲＮＴＩのすべてまたは一部が、暗黙的にブロードキャストされ
うる、ことを提供する。ＲＮＴＩベースの任意の適切な干渉のキャンセルまたは緩和のプ
ロトコルは、本開示の技術から利益を得るであろう。
【００３８】
　図４に移って、典型的な無線通信システム４００が、主題とするイノベーションの実施
形態にしたがって示されている。この通信システム４００は、ユーザ機器（ＵＥ）の例で
ある複数のモバイル・デバイス４０４にサービス提供する端末の例である基地局４０２を
含む。さらに、基地局４０２は、送信機４０６およびＲＮＴＩ構成要素４０８を含んでい
る。送信機４０６は、ＵＥ４０４とのダウンリンク（ＤＬ）送信のメカニズムを担当する
。例えば、ＩＣ－ＲＮＴＩ　ＰＤＣＣＨを伝送するために、共通の探索空間が使用されう
る。そして、ＰＤＣＣＨにおけるブラインド検出の数を維持または低減するために、ＩＣ
－ＲＮＴＩ　ＰＤＣＣＨサイズが、共通の探索空間（フォーマット１Ａ、１Ｃ）内の他の
ＰＤＣＣＨと揃えられうる。ＰＤＳＣＨが、実際のＲＮＴＩを伝送するために使用される
べきである場合、リンク効率化のために、フォーマット１ＣタイプのＤＬリソース割当も
同様に使用されうる。
【００３９】
　ＲＮＴＩ構成要素４０８は、以前に議論されたように、干渉を緩和するために、ＵＥの
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ためのＲＮＴＩを管理する。例えば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、基地局４０２によって
現在サービス提供されているＵＥ４０４のセットのＲＮＴＩを管理しうる。ＲＮＴＩ構成
要素４０８は、異なるタイプのＲＮＴＩそれぞれのために、異なるＲＮＴＩのセットを管
理しうる。例えば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、例えばＣ－ＲＮＴＩ、ＳＲＳ－ＲＮＴＩ
、Ｔ－ＲＮＴＩ、Ｓ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、およびＲＡ－ＲＮＴＩのような複数のＲ
ＮＴＩにそれぞれ対応する複数のＲＮＴＩのセットを管理しうる。典型的な実施形態によ
れば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４のセットのためのＲＮＴＩのセット（単数
または複数）を管理するための手段を構成しうる。
【００４０】
　ＲＮＴＩ構成要素４０８は、少なくとも１つの近隣セル（例えば、マクロ・セル、ピコ
・セル、および／または、フェムト・セル）との干渉（例えば、アップリンク干渉）を引
き起こしそうであるか、および／または、基地局４０２が位置しているセル内で現在サー
ビス提供されているおのおののＵＥ４０４のそれぞれの属性に基づいて、少なくとも１つ
の近隣セルからの干渉（例えば、ダウンリンク干渉）を受けそうであるか、を判定しうる
。例えば、図４の例に関し、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、基地局４０２によってサービス
提供されているＵＥ４０４が、ＵＥ４１４がサービス提供されている近隣セルとの干渉を
引き起こしそうであるかを判定し、および／または、ＵＥ４０４が、ＵＥ４１４がサービ
ス提供されている近隣セルとの干渉を受けそうであるかを判定しうる。少なくとも１つの
近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか、および／または、少なくとも１つの近隣セ
ルから干渉を受けそうであるか、を判定するために、ＲＮＴＩ構成要素４０８によって使
用されているＵＥ４０４の属性の例が、以下に記載される。典型的な実施形態によれば、
ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか、
および／または、近隣セルからの干渉を受けそうであるかを判定する手段を構成しうる。
【００４１】
　典型的な実施形態によれば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４がそれぞれ近隣セ
ルとの干渉を引き起こしそうであるか、および／または、近隣セルから干渉を受けそうで
あるかの判定に基づいて、おのおののＵＥ４０４を、「干渉ＵＥ」として、あるいは「非
干渉ＵＥ」として指定しうる。ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるこ
と、および／または、近隣セルから干渉を受けそうであることを、ＲＮＴＩ構成要素４０
８が判定した場合、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４を、干渉ＵＥとして指定しう
る。一方、ＵＥ４０４が、近隣セルとの干渉を引き起こすことはないであろうこと、およ
び／または、近隣セルから干渉を受けることはないであろうことを、ＲＮＴＩ構成要素４
０８が判定した場合、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４を、非干渉ＵＥとして指定
しうる。ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるとＲＮＩＴ構成要素４０
８が判定した場合、ＵＥ４０４が同じ近隣セルから干渉を受けることもあるであろう。し
かしながら、例えば、ＵＥ４０４が、近隣セルとの干渉を引き起こしそうである場合、Ｕ
Ｅ４０４が、同じ近隣セルから干渉を受けるという状況も、受けることがないという状況
もある。したがって、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き
起こしそうであるか、および、ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を受けそうであるかにした
がって、ＵＥ４０４を個別に指定しうる。例えば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、（１）Ｕ
Ｅ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか、（２）ＵＥ４０４が近隣セルと
の干渉を受けそうであるか、（３）ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうもな
いか、および、（４）ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を受けそうもないか、の４つの個別
の指定を提供しうる。この例では、ＵＥ４０４が指定カテゴリ（１）および／または（２
）に指定されている場合、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４を「干渉ＵＥ」として
指定するように構成されうる。一方、この例において、ＵＥ４０４が指定カテゴリ（３）
および／または（４）に指定されている場合、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４を
「非干渉ＵＥ」として指定するように構成されうる。指定パラメータは、基地局４０２が
位置するサービス提供セルおよび／または一般的なセルラ・ネットワークにおけるさまざ
まな動作条件に適応するように修正可能でありうる。典型的な実施形態によれば、ＲＮＴ
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Ｉ構成要素４０８は、ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか、および
／または、近隣セルから干渉を受けそうであるかの判定に基づいて、おのおののＵＥ４０
４を、干渉ＵＥまたは非干渉ＵＥとしてそれぞれ指定する手段を構成しうる。
【００４２】
　図４に示すように、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、空間分割構成要素４１０と、暗黙的ブ
ロードキャスト構成要素４１２とを含む。空間分割構成要素４１０は、例えば、基地局４
０２によってサービス提供されているおのおののＵＥ４０４のそれぞれの属性のようなさ
まざまな基準に基づいて、基地局４０２のＲＮＴＩを、複数のグループに分離、分割、あ
るいは、区分する。例えば、ＵＥ４０４がそれぞれ少なくとも１つの近隣セルとの干渉を
引き起こしそうであるかのＲＮＴＩ構成要素４０８による判定に基づいて、空間分割構成
要素４１０は、ＵＥ（単数または複数）４０４のために管理されたＲＮＴＩのセットを、
近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ（単数または複数）４０４に
関する少なくとも１つの第１のサブセット（例えば、サブセットＡ）に、および近隣セル
との干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ（単数または複数）４０４に
関する少なくとも１つの第２のサブセット（例えば、サブセットＢ）に分割しうる。この
例において、ＲＮＴＩの分割されたセットのサブセットＡは、ＲＮＴＩに関連するセル間
干渉キャンセル（ＩＣＩＣ）のサブセット（例えば、カテゴリ２）を構成しうる一方、Ｒ
ＮＴＩの分割されたセットのサブセットＢは、非ＩＣＩＣ関連のＲＮＴＩのサブセット（
例えば、カテゴリ１）を構成しうる。典型的な実施形態によれば、ＩＣＩＣ関連のＲＮＴ
Ｉは、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるとしてＲＮＴＩ構成要素４０８によって
判定されたＵＥ４０４に割り当てられうるＲＮＴＩである。一方、非ＩＣＩＣ関連のＲＮ
ＴＩは、近隣セルとの干渉を引き起こすことがないであろうとしてＲＮＴＩ構成要素４０
８によって判定されたＵＥ４０４に割り当てられうるＲＮＴＩである。例えば、前述した
ように、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、例えばＣ－ＲＮＴＩやＳＰＳ－ＲＮＴＩのような異
なるタイプのＲＮＴＩそれぞれのために、異なるＲＮＴＩのセットを管理しうる。例えば
、サービス提供セルにおける基地局ＵＥ４０４におのおのＣ－ＲＮＴＩが割り当てられる
場合、Ｃ－ＲＮＴＩは、ＵＥ４０４が、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか（カ
テゴリ２）、または、近隣セルとの干渉を引き起こしそうではないか（カテゴリ１）に基
づいて、ＵＥ４０４に割り当てられうる。ＲＮＴＩ構成要素４０８が、異なるタイプのＲ
ＮＴＩそれぞれのために、異なるＲＮＴＩのセットを管理する場合、空間分割構成要素４
１０は、異なるセットのＲＮＴＩのおのおのを、適切な数のサブセットにそれぞれ分割す
るように構成されうる。例えば、ＲＮＴＩ構成要素４０８が、サービス提供セル内のＵＥ
４０４へそれぞれ割り当てられうるＳＲＳ－ＲＮＴＩのセットおよびＣ－ＲＮＴＩのセッ
トを管理する場合、空間分割構成要素４１０は、Ｃ－ＲＮＴＩのセットを、１または複数
のカテゴリ１のＣ－ＲＮＴＩのサブセットと、１または複数のカテゴリ２のＣ－ＲＮＴＩ
のサブセットとに分割し、空間分割構成要素４１０は、ＳＰＳ－ＲＮＴＩのセットを、１
または複数のカテゴリ１のＳＰＳ－ＲＮＴＩのサブセットと、１または複数のカテゴリ２
のＳＰＳ－ＲＮＴＩのサブセットとに分割する。あるいは、ＲＮＴＩ構成要素４０８が、
異なるタイプのＲＮＴＩそれぞれのために、異なるＲＮＴＩのセットを管理する場合、空
間分割構成要素４１０は、異なるＲＮＴＩのセットを、例えば、１または複数のカテゴリ
１サブセットおよび１または複数のカテゴリ２サブセットのような、複数の共通サブセッ
トへ分割するように構成されうる。例えば、ＲＮＴＩ構成要素４０８が、サービス提供セ
ル内のＵＥ４０４にそれぞれ割り当てられたＣ－ＲＮＴＩのセットおよびＳＲＳ－ＲＮＩ
Ｔのセットを管理する場合、空間分割構成要素４１０は、ＳＲＳ－ＲＮＴＩおよびＣ－Ｒ
ＮＴＩのセットを、１または複数の共通のカテゴリ１サブセットに分割し、ＳＲＳ－ＲＮ
ＴＩおよびＣ－ＲＮＴＩのセットを、１または複数の共通カテゴリ２サブセットに分割す
る。明瞭さのために、以下に、本開示の典型的な実施形態が説明される。ここでは、空間
分割構成要素４１０が、一般に、ＲＮＴＩの単一のセットを、１または複数の基準に基づ
いて、複数の異なるサブセットに分割する。しかしながら、ＲＮＴＩ構成要素４０８が、
異なるタイプのＲＮＴＩのために、異なるＲＮＴＩのセットを管理する場合、空間分割構
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成要素４１０は、異なるＲＮＴＩのセットを、１または複数のカテゴリ１サブセットと、
１または複数のカテゴリ２サブセットへ分割するように構成されうることが理解されるべ
きである。ここでは、異なるサブセットが、異なるＲＮＴＩのセットのためにそれぞれ分
割されるか、および／または、共通のサブセットが、異なるＲＮＴＩのセットのために分
割されうる。典型的な実施形態によれば、空間分割構成要素４１０は、ＲＮＴＩ構成要素
４０８によって管理されたＲＮＴＩのセット（単数または複数）を、ＲＮＴＩの少なくと
も２つのサブセットまたはグループへ分割するための手段を構成しうる。
【００４３】
　この典型的なシステムでは、ＲＮＴＩ空間を管理する多くの手法がある。例えば、カテ
ゴリ１サブセットの数と、カテゴリ２サブセットの数とが、セルラ・システムをセットア
ップする場合に設定されたり、あるいは、基地局４０２によってサービス提供される個々
のセルおよび／またはセルラ・システム全体における異なる動作条件に適合するように動
的に調節されうる。セルラ・システム内のおのおののセルは、ＲＮＴＩ管理において一様
でありうるか、または、設定されたセルと、動的に調節されたセルとの混成でありうる。
例えば、時間１において、空間分割構成要素４１０は、近隣セルとの干渉を引き起こしそ
うであると判定されたＵＥ４０４について、ＲＮＴＩのセットを、例えば合計して４つの
サブセット（サブセットＡ１－Ａ４）に分割し、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであ
るとは判定されなかったＵＥについて、ＲＮＴＩのセットを、例えば合計して８つのサブ
セット（サブセットＢ１－Ｂ８）へ分割するように構成される。例えば、時間１の後の時
間２において、ＲＮＴＩを再割当している間、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、さらに多くの
数のＵＥ４０４が、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定する。この判定に基
づいて、空間分割構成要素４１０は、時間２において、ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き
起こしそうであるとＲＮＴＩ構成要素４０８によって判定されたＵＥ４０４について、例
えば合計して６つのサブセット（サブセットＡ１－Ａ６）に分割し、干渉を引き起こしそ
うであるとＲＮＴＩ構成要素４０８によって判定されなかったＵＥ４０４について、例え
ば合計して３つのサブセット（サブセットＢ１－Ｂ３）に分割しうる。
【００４４】
　空間分割構成要素４１０はまた、分割されたＲＮＴＩのサブセットのうちの対応する１
つに、ＵＥを割り当てるように構成されうる。例えば、空間分割構成要素４１０は、干渉
を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４を、サブセットＡに割り当て、これによ
って、前述したように、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４がそれぞれ
、管理されたＲＮＴＩのサブセットＡに含まれるＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当
てられるようにする。一方、空間分割構成要素４１０は、干渉を引き起こしそうであると
は判定されなかったＵＥ４０４を、管理されたＲＮＴＩのサブセットＢに割り当て、これ
によって、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ４０４がそれぞれ、管
理されたＲＮＴＩのサブセットＢに含まれるＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てら
れるようにする。ＲＮＴＩ構成要素４０８が、例えば、サービス提供セル内のＵＥ４０４
への割当のために、例えばＣ－ＲＮＴＩのセットおよびＳＲＳ－ＲＮＴＩのセットのよう
なＲＮＴＩの複数のセットを管理しており、空間分割構成要素４１０が、これらＲＮＴＩ
の異なるセットを、異なるタイプのＲＮＴＩに基づいて異なるサブセットに分割する場合
、空間分割構成要素４１０は、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４を、
サブセットＡＣ－ＲＮＴＩおよびサブセットＡＳＲＳ－ＲＮＴＩに割り当てうる。これに
よって、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４はそれぞれ、Ｃ－ＲＮＴＩ
の管理されたセットのサブセットＡＣ－ＲＮＩＴに含まれるＣ－ＲＮＴＩのうちの対応す
る１つを割り当てられ、ＳＲＳ－ＲＮＴＩの管理されたセットのサブセットＡＳＲＳ－Ｒ

ＮＩＴに含まれるＳＲＳ－ＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになる。
一方、空間分割構成要素４１０は、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵ
Ｅ４０４を、サブセットＢＣ－ＲＮＴＩおよびサブセットＢＳＲＳ－ＲＮＴＩに割り当て
うる。これによって、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ４０４はそ
れぞれ、Ｃ－ＲＮＴＩの管理されたセットのサブセットＢＣ－ＲＮＩＴに含まれるＣ－Ｒ
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ＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられ、ＳＲＳ－ＲＮＴＩの管理されたセットのサ
ブセットＢＳＲＳ－ＲＮＩＴに含まれるＳＲＳ－ＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当
てられるようになる。あるいは、ＲＮＴＩ構成要素４０８が、Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＲＳ
－ＲＮＴＩのためにＲＮＴＩの異なるセットを管理する例では、空間分割構成要素４１０
が、これらＲＮＴＩの異なるセットを、共通のサブセットに分割する場合、空間分割構成
要素４１０は、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４を、サブセットＡＣ

－ＲＮＴＩおよびＳＲＳ－ＲＮＴＩに割り当て、これによって、干渉を引き起こしそうで
あると判定されたＵＥ４０４はそれぞれ、Ｃ－ＲＮＴＩの対応する１つ、およびサブセッ
トＡＣ－ＲＮＴＩおよびＳＲＳ－ＲＮＴＩに含まれたＳＲＳ－ＲＮＴＩの対応する１つを
割り当てられるようになる。一方、空間分割構成要素４１０は、干渉を引き起こしそうで
あるとは判定されなかったＵＥ４０４を、サブセットＢＣ－ＲＮＴＩおよびＳＲＳ－ＲＮ

ＴＩに割り当て、これによって、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ
４０４はそれぞれ、Ｃ－ＲＮＴＩの対応する１つと、サブセットＢＣ－ＲＮＴＩおよびＳ

ＲＳ－ＲＮＴＩに含まれるＳＲＳ－ＲＮＴＩのうちの対応する１つとを割り当てられるよ
うになる。
【００４５】
　したがって、管理されたＲＮＴＩのセットを、少なくとも２つのグループまたはサブセ
ットに分割し、その後、ＵＥ４０４を、ＲＮＴＩの分割されたサブセットのうちの適切な
１つにそれぞれ割り当てることによって、空間分割構成要素４１０は、例えば、ＩＣＩＣ
関連のＲＮＴＩのための第１のグループ（例えば、カテゴリ１）と、非ＩＣＩＣ関連のＲ
ＮＴＩのための第２のグループ（例えば、カテゴリ２）のような２つのグループにＵＥ４
０４を効果的に分割しうる。典型的な実施形態によれば、空間分割構成要素４１０は、１
または複数の基準に基づいて、ＵＥ４０４の第１のグループを、ＲＮＴＩ構成要素４０８
によって管理された分割されたＲＮＴＩの第１のサブセットへ割り当て、ＵＥ４０４の第
２のグループを、ＲＮＴＩ構成要素４０８によって管理された分割されたＲＮＴＩの第２
のサブセットへ割り当てる手段を構成しうる。前述した例では、空間分割構成要素４１０
は、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４のグループを、分
割されたＲＮＴＩのサブセットＡに割り当て、近隣セルとの干渉を引き起こしそうである
とは判定されなかったＵＥ４０４のグループを、分割されたＲＮＴＩのサブセットＢに割
り当てた。したがって、ＵＥをＲＮＴＩのサブセットのうちの１つに割り当てるための基
準の例は、基地局４０２によってサービス提供されているＵＥ４０４が、近隣セルとの干
渉を引き起こしそうであるかということでありうる。
【００４６】
　前述したように、空間分割構成要素４１０は、ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こし
そうであると判定されたＵＥ４０４の１または複数のサブセットへ、および、干渉を引き
起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ４０４の１または複数のサブセットへ分割し
うる。これらサブセットはそれぞれ、予め定められた数のＵＥ４０４の割当に適応するよ
うに分割されうる。例えば、空間分割構成要素４１０は、ＲＮＴＩを、ＲＮＴＩ構成要素
４０８によって干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ４０４について、例えば、
４つのサブセットへ分割しうる。ここで、これらサブセットのおのおのは、例えば、合計
して５０のＵＥ４０４の割当を提供するだろう。この例において、分割されたサブセット
のうちの最初の１つに、５０のＵＥ４０４が、割り当てられた場合、干渉を引き起こしそ
うであると判定された次の５０のＵＥ４０４が、分割されたサブセットのうちの第２の１
つに割り当てられる等される。干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ４
０４のために分割されたサブセット（単数または複数）は、同様に、予め定められた数値
割当制限を有しうる。空間分割構成要素４１０は、デフォルトで、干渉を引き起こしそう
であるとは判定されなかったＵＥ４０４を、干渉を引き起こすことがないであろうＵＥの
サブセットのうちの対応する１つに割り当てるように構成されうる。しかしながら、セル
の動作条件に基づいて、適切である場合、空間分割構成要素４１０は、干渉を引き起こし
そうであるとは判定されなかったＵＥ４０４のうちの１または複数を、干渉を引き起こし
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そうであると判定されたＵＥ４０４の１または複数のサブセットに割り当てうる。例えば
、ＵＥ４０４が干渉を引き起こしそうであるかを判定するために使用される属性のうちの
１つが、セル端部へのＵＥの近接の度合であり、特定のＵＥ４０４が現在、セルの端部に
位置していないが、観察された動きに基づいて、このＵＥ４０４が、近い将来、セルの端
部の近くに位置するかもしれないとＲＮＴＩ構成要素４０８が判定した場合、空間分割構
成要素４１０は、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥのサブセットへ、このＵ
Ｅ４０４を割り当てうる。
【００４７】
　前述したように、空間分割構成要素４１０は、ＵＥ４０４のために管理されたＲＮＴＩ
のセット（単数または複数）を、おのおののＵＥ４０４のそれぞれの属性に基づいて分割
しうる。例えば、複数のＵＥが、セルによってサービス提供されていないセルをモニタリ
ングしているかもしれない。なぜなら、ＵＥ４０４は、送信または受信するいかなるデー
タも持っていない（例えば、ＵＥは非アクティブである）からである。おのおののＵＥ４
０４のそれぞれのアクティビティ状態（例えば、アクティブか非アクティブか）は、ＵＥ
４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか、および／または、近隣セルからの
干渉を受けそうであるか、を判定するためのＵＥの属性の例である。さらに、ＵＥ４０４
がサービス提供セルに近接している場合、ＵＥが他のセルにおいて引き起こす干渉の量は
、本質的に非常に小さくなるであろう。例えば、基地局４０２に非常に近接しているＵＥ
４０４は、低い電力で送信することができ、基地局４０２も同様に、低い電力でＵＥ４０
４に信号を送信しうる。しかしながら、セル端部に近接しているＵＥ４０４は、基地局４
０２へ送信するために高い電力を必要とするであろうから、干渉を引き起こす可能性はよ
り高い。その結果、基地局４０２へ送信している場合、干渉（例えば、アップリンク干渉
）を引き起こしうる。ＵＥ４０４がセル端部に近接している場合、基地局４０２によって
サービス提供されているセルの端部において、ＵＥ４０４の位置に近い近隣セルの端部に
位置するＵＥに、近隣セルにサービス提供している別のセルが高電力で送信しているので
あれば、ＵＥ４０４は、近隣セルからの干渉（例えば、ダウンリンク干渉）をも受けうる
。同様に、基地局４０２は、セル端部の近傍に位置するＵＥ４０４に、高電力で信号を送
信しなければならないかもしれず、その結果、近隣セルに位置するＵＥ４１４は、基地局
４０２から、セル端部に位置するＵＥ４０４への高電力送信によって引き起こされる干渉
（例えば、ダウンリンク干渉）を受けうる。したがって、基地局４０２に対するＵＥ４０
４のそれぞれの近接度と、基地局４０２が位置するサービス提供セルの端部に対するＵＥ
４０４のそれぞれの近接度は、ＵＥ４０４が近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるか
、および／または、近隣セルからの干渉を受けそうであるかを判定するための、ＵＥ４０
４のさらなる属性の例である。典型的な実施形態によれば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、
基地局４０２に対してよりも、セルの端部に対してより近接している場合、近隣セルとの
干渉を引き起こしそうであるか、および／または、近隣セルからの干渉を受けそうである
かを判定しうる。
【００４８】
　ＲＮＴＩ構成要素４０８は、サービス提供セルの基地局４０２に対して地理的に近接し
ていることを確証するために、ＵＥ４０４のその他の属性を判定しうる。例えば、ＲＮＴ
Ｉ構成要素４０８は、（ＵＥ４０４がＧＰＳトラッキング機能を装備している場合）ＵＥ
４０４のＧＰＳ座標情報、他のＵＥ４０４の地理的位置に対するＵＥ４０４の三角測量、
ＵＥ４０４から基地局４０２に送信された信号の強度、および／または、基地局４０２か
らＵＥ４０４に送信された信号の強度、に基づいて、特定のＵＥ４０４の地理的位置を判
定しうる。それに加えて、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、基地局４０２によってサービス提
供されるセルの細分割に関してＵＥ４０４の地理的位置を判定しうる。例えば、セルのサ
ービス領域が、基地局４０２の周囲の円にほぼ似ている場合、セルは、例えば、おのおの
のセクタが、セルの１／３に相当する（例えば、第１のセクタが、円の０°から１２０°
の範囲を占め、第２のセクタが、円の１２１°から２４０°を占め、第３のセクタが、円
の２４１°から３６０°を示す円）３つのセクタに分割されうる。セルの細分割されたセ
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クタ内で判定されたＵＥ４０４の位置に基づいて、ＲＮＴＩの異なるセットが、セルの異
なるセクタ内のＵＥへ割り当てられうる。さらに、セルの異なるセクタのために割り当て
られたＲＮＴＩの異なるそれぞれのセット内では、空間分割構成要素４１０が、おのおの
のセクタに割り当てられたそれぞれのＲＮＴＩを、（１）干渉を引き起こしそうであると
判定されたＵＥの１または複数のサブセット、および（２）干渉を引き起こしそうである
とは判定されなかったＵＥの１または複数のサブセットに分割しうる。例えば、上記の例
にしたがってセルが３つのセクタに分割された場合、空間分割構成要素４１０は、第１の
セクタのために管理されたＲＮＴＩの第１のセットを、（１）干渉を引き起こしそうであ
ると判定された第１のセクタ内のＵＥ４０４の１または複数のサブセット、および、（２
）干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかった第１のセクタ内のＵＥ４０４の１ま
たは複数のサブセットに分割しうる。空間分割構成要素４１０は同様に、第２および第３
のセクタのためにそれぞれ管理されたＲＮＴＩのセットを、（１）干渉を引き起こしそう
であると判定されたＵＥ、および、（２）干渉を引き起こしそうであるとは判定されなか
ったＵＥのための個別のサブセットに分割しうる。本開示は、セルが、セルの角度分割に
基づいて３セクタに分割される上記例に限定されない。セルは、異なるセクタへのセルの
、所望されるあらゆる形式の分割を達成するように、任意の数のセクタに分割されうる。
さらに、ＲＮＴＩのサブセットは、干渉を引き起こしそうであるか、および／または、干
渉を受けそうであると判定された少なくとも１つのＵＥを含み、近隣セルにおけるＵＥは
、サブセット全体にわたって移動しうるので、潜在的に干渉を引き起こすものとして、お
よび／または、干渉を受けそうであるものとして、サブセット全体が指定されうる。しか
し、これでも、ＩＣＩＣ判定において可能性のある全てのＲＮＴＩにわたって動作するよ
りも、計算負荷は高くないであろう。
【００４９】
　さらなる例として、基地局４０２をモニタリングしている１０００のＵＥ４０４が存在
し、これらＵＥ４０４のうちの９００が非アクティブであり、残りの１００のＵＥ４０４
のうち、６０のＵＥ４０４が、基地局４０２の近くにあり、４０のＵＥ４０４が、セル端
部の近くにあると仮定されたい。この例では、基地局４０２の近くにある６０のＵＥと、
９００の非アクティブなＵＥとが、空間分割構成要素４１０によってカテゴリ１に割り当
てられ、セル端部の近くの４０のＵＥ４０４が、カテゴリ２に割り当てられるだろう。さ
らに、空間分割構成要素４１０は、カテゴリを動的に更新しうる。例えば、非アクティブ
であったＵＥ４０４がアクティブになり、または、セル端部に近かったＵＥ４０４が基地
局４０２により近くに移動しうる。
【００５０】
　ＲＮＴＩ割当の動的な更新は、予め定められた任意の期間において生じうる。例えば、
ＵＥ４０４が、基地局４０２によってサービス提供されているセルに新たに入った場合、
ＵＥ４０４は、セルの端部にいるであろうから、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、ＵＥ４０４
が干渉を引き起こすか、および／または、干渉を受けるであろうと判定するように構成さ
れうる。このＵＥ４０４が、ＲＮＴＩ割当（あるいは、再割当）のその後の繰り返しにお
いて、基地局４０２に対してより接近していると判定された場合、ＲＮＴＩ構成要素４０
８は、ＵＥ４０４がもはや干渉を引き起こすことも、および／または、干渉を受けること
もないであろうことを、基地局４０２に対する地理的な位置の属性に基づいて判定しうる
。そして、これにしたがって、空間分割構成要素４１０は、干渉を引き起こしそうである
とは判定されなかったＵＥ４０４について、ＲＮＴＩのサブセット（あるいは、サブセッ
トのうちの１つ）に、このＵＥ４０４を割り当てうる。
【００５１】
　ＲＮＴＩが動的に割り当てられる期間は、例えば、セル内の履歴使用パターン、セルに
おいてサービス提供されているＵＥ４０４の数、セル内のトラフィック量等を含むさまざ
まな要因に基づきうる。例えば、サービス提供セルの端部が、ＵＥ４０４が通常通過して
いる高速道路または鉄道線路の一部を含む場合、新たなＵＥ４０４のサービス提供セルへ
の導入に適合できるように、ＲＮＴＩの動的な割当が、より頻繁に生じるように構成され
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うる。典型的な実施形態によれば、カテゴリ１のサブセット（単数または複数）またはカ
テゴリ２のサブセット（単数または複数）に割り当てられたＵＥ４０４は、サービス提供
セル内のＵＥのための新たな割当まで、同じサブセットに割り当てられ続けるだろう。例
えば、ＵＥ４０４が、第１のＲＮＴＩ割当時において、サービス提供セルに新たに入り、
新たに入るＵＥがセルの端部に位置していることから、ＲＮＴＩ構成要素４０８が、新た
に入るＵＥが干渉を引き起こし、および／または、干渉を受けることがあるであろうと判
定すると、空間分割構成要素４１０は、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定
されたＵＥのためのサブセット（または、サブセットのうちの１つ）にＵＥ４０４を割り
当てる。その後、ＵＥ４０４が、基地局４２０に対してより近く移動したものの、新たな
ＲＮＴＩ割当がまだ実行されていない場合、ＵＥ４０４は、新たな割当が実行されるまで
、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥのサブセット（または、サブセットのう
ちの１つ）に割り当てられ続けるだろう。ＵＥ４０４の動作属性が、前の割当から変化し
た場合、変化した動作属性を持つＵＥは、次の割当時において、他のカテゴリのサブセッ
ト（例えば、カテゴリ２のサブセットから、カテゴリ１のサブセット）に割り当てられう
る。例えば、ＵＥ４０４が、ＲＮＴＩの最初の動的割当時において非アクティブ状態にあ
るために、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったものの、その後、ＵＥ４０
４が、（例えば、データを基地局４０２に送信することを試み、）アクティブになった場
合、基地局４０２は、ＵＥ４０４のアクティビティ状態における変化を検出し、ＵＥ４０
４の変化したアクティビティ状態に基づいて、ＲＮＴＩを動的に再割当しうる。
【００５２】
　典型的な実施形態によれば、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、例えば、基地局４０２と、Ｕ
Ｅ４０４が到着した近隣セルにサービス提供する別の基地局との間でハンドオフが生じた
場合のように、ＵＥ４０４がサービス提供セルに入った時、少なくとも１つのユニークな
ＲＮＴＩをＵＥ４０４に割り当てるように構成されうる。ＲＮＴＩ構成要素４０８は、Ｕ
Ｅ４０４がサービス提供セル内に継続的に存在している全期間の間、ＵＥ４０４のために
同じＲＮＴＩの割当を維持するように構成されうる。前述したように、ＵＥ４０４がまず
セルに入ると、ＵＥ４０４は、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥのために、
ＲＮＴＩのサブセットに割り当てられうる。典型的な実施形態によれば、空間分割構成要
素４１０は、ＲＮＴＩの割り当てられたサブセット全体の指定を、カテゴリ１指定とカテ
ゴリ２指定との間で切り換えるように構成されうる。例えば、５０のＵＥ４０４が、干渉
を引き起こしそうであると判定されたＵＥのＲＮＴＩサブセットに割り当てられた場合、
ＲＮＴＩ構成要素４０８は、その後の割当（または、再割当）時において、５０のうちの
予め定めた数のＵＥが、干渉を引き起こしそうであると判定しうる。この場合、空間分割
構成要素４１０は、干渉を引き起こすことがないであろうＵＥを含むものとして以前に指
定されたサブセット（すなわち、サブセット１）における５０のＵＥのおのおのを、干渉
を引き起こしそうであると判定されたＵＥのサブセット（すなわち、カテゴリ２）として
指定しうる。例えば、時間１において、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、サービス提供セル内
の１０００のＵＥ４０４が少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こすことはないで
あろうと判定し、空間分割構成要素４１０は、これら１０００のＵＥにそれぞれ割り当て
られたＲＮＴＩを、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥの別のＲＮＴ
Ｉサブセットに分割する。ここで、サブセットのおのおのは、例えば１００のＲＮＴＩを
含む。次に、時間１の後の時間２において、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、例えば、カテゴ
リ２のＲＮＴＩの１０のサブセット内の第３のサブセットに割り当てられた５つのＵＥが
、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されると仮定された
い。時間２におけるこの判定に基づいて、空間分割構成要素４１０は、以前にカテゴリ１
サブセットとして、カテゴリ２サブセットとして指定された第３のサブセットを新たに指
定するように構成されうる。その結果、１０のカテゴリ１サブセット内の第３のサブセッ
トに割り当てられたＵＥ４０４のおのおのが、第３のサブセット内のＵＥを新たなサブセ
ットに個別に割り当てることなく、新たにカテゴリ２サブセットとして指定されたサブセ
ットに割り当てられうる。したがって、特定のカテゴリ１またはカテゴリ２のＲＮＴＩサ
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ブセットに対する個々のＵＥの割当を修正することに加えて、あるいは、その代わりに、
空間分割構成要素４１０は、ＲＮＴＩのサブセット全体が、カテゴリ１サブセットに対応
しているか、またはカテゴリ２サブセットに対応しているかの指定を動的に修正しうる。
【００５３】
　ＲＮＴＩのセットを、１または複数のカテゴリ１サブセットおよび１または複数のカテ
ゴリ２サブセットに分割する際、および、ＵＥをこれらサブセットのうちの１つに割り当
てる際における上述した技術のうちの何れかは、基地局４０２、ＲＮＴＩ構成要素４０８
、およびＵＥの処理構成要素の相対的な計算電力に依存して、個別に、あるいは、組み合
わせて使用されうる。
【００５４】
　管理されたＲＮＴＩのセットをサブセットに分割すること、および、ＵＥ４０４を、こ
れら分割されたＲＮＴＩのサブセットのうちの１つにそれぞれ割り当てることを行うこと
によってＵＥ４０４をカテゴリに分割することで、基地局４０２によってサービス提供さ
れていないＵＥ４１４が、基地局４０２のスケジューリングをより効率的にスキャンし、
モニタし、あるいはチェック（例えば、ブラインド検出）できるようになる。
【００５５】
　例えば、ＵＥ４１４は、どのＵＥ４０４が、近隣セル（例えば、マクロ・セル、ピコ・
セル、および／または、フェムト・セル）内のＵＥ４１４に干渉を引き起こしているのか
を判定することを試みる。そして、ＵＥ４１４は、干渉を引き起こす可能性があるとして
指定された（例えば、カテゴリ２の）ＵＥ４０４に属するＲＮＴＩしかスキャンする必要
がない。例えば、典型的な実施形態によれば、基地局４０２の送信機４０６は、ＵＥ４１
４が、ＲＮＴＩのサブセットＡをスキャン、モニタ、あるいはチェック（例えば、ブライ
ンド検出）し、どのＵＥ４０４が、ＵＥ４０４にサービス提供しているセル内のＵＥ４１
４に干渉を引き起こしているのかを検出できるようにするために、干渉を引き起こしそう
であると判定されたＵＥ４０４に割り当てられたＲＮＴＩのサブセットＡを、ＵＥ４１４
へブロードキャストしうる。この例によれば、ＵＥ４１４は、干渉を引き起こしそうであ
ると判定されたＵＥに割り当てられたＲＮＴＩのサブセットＡをスキャンするので、その
結果、ＵＥ４１４は、非現実的である、近隣セル内のＵＥのおのおのに割り当てられたＲ
ＮＴＩを連続的にスキャンする、という必要はなくなる。基地局４０２の送信機４０６は
、例えば、分割されたＲＮＴＩのサブセットＡを、ＵＥ４１４にサービス提供している別
の基地局へ通信し、この基地局が、分割されたＲＮＴＩの、受信したサブセットＡを、Ｕ
Ｅ４１４へブロードキャストすることによって、分割されたＲＮＴＩのサブセットＡを、
要求に応じて、ＵＥ４１４へ非ダイレクトに、あるいは、ダイレクトにブロードキャスト
しうる。同様に、基地局４０２は、基地局４０２によってサービス提供されているセル内
の１または複数のＵＥ４０４と干渉を引き起こしそうな、近隣セル内のＵＥ４１４に割り
当てられたＲＮＴＩを受信しうる。また、基地局４０２は、干渉を引き起こしているＵＥ
４１４のＲＮＴＩを、近隣セルからの干渉を受けそうであると判定されたサービス提供セ
ル内の１または複数のＵＥ４１４へブロードキャストしうる。
【００５６】
　さらに、基地局４０２の送信機４０６は、割り当てられたＲＮＴＩのサブセットを、空
間分割構成要素４１０によってＲＮＴＩのサブセットが割り当てられたＵＥのうちの対応
する１つに、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または物理ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）によってブロードキャストしうる。割り当てられたＲＮＴＩを、
ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられた特定のＵＥ４０４へブロードキャストすることで、対
応するＵＥに、ダウンリンクが向けられていることを通知しうる。典型的な実施形態によ
れば、割り当てられたＲＮＴＩは、対応するＵＥのための制御チャネルを構成しうる。さ
らに、前述したように、制御チャネルのコンテンツが、スクランブルおよび／またはマス
クされ、ＲＮＴＩが割り当てられたＵＥ４０４のみが、割り当てられたＲＮＴＩを用いて
コンテンツを復号できるようになる。
【００５７】
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　暗黙的ブロードキャスト構成要素４１２は、グループ・インデクスを含めるために、Ｒ
ＮＴＩ空間のうちの少なくとも一部をセグメント化しうる。ＵＥに割り当てられたＲＮＴ
Ｉは、ＵＥがメンバであるグループをユニークに識別する第１の構成要素と、ＲＮＴＩが
割り当てられたＵＥをユニークに識別する第２の構成要素とを含みうる。例えば、暗黙的
ブロードキャスト構成要素４１２は、ＵＥ４０４を１２のグループ（例えば、分割された
ＲＮＴＩのサブセット）に分離しうる。ここで、ＲＮＴＩは、１６ビットからなり、最初
の１２ビットは、グループをユニークに識別するために使用されうる。したがって、この
例によれば、おのおののグループは、２４の可能な識別子のみを含むだろう。これらは、
ＵＥ４１４が、干渉を引き起こしているＵＥ４０４を検出することを明らかに容易にする
だろう。例えば、暗黙的ブロードキャスト構成要素４１２は、最初の１２ビット（すなわ
ち、ＲＮＴＩの第１の構成要素）をブロードキャストし、近隣セルに対して、近隣セルに
干渉を引き起こしているＵＥ４０４が存在しているグループを通知する。そして、ＵＥ４
１４は、１６（例えば、２４）の可能性のみを探索するだけでよいだろう。この場合、Ｒ
ＮＴＩ空間のディメンションは、Ｎ１＝２１６である。この空間は、Ｍ１個のグループへ
体系化され、ディメンションのおのおのはＮ１／Ｍ１である。ブロードキャストされたＲ
ＮＴＩは、グループ・インデクスである。Ｍ１（および、すなわちＮ１／Ｍ１）の選択は
、システム・オーバヘッドと、ＵＥ複雑さとのトレードオフである。例えば、ＲＮＴＩ全
体に備えられたビット数、および／または、ＲＮＴＩの第１の構成要素と第２の構成要素
に備えられたビット数は、増加または減少されたＵＥ４０４数に適応するように増加また
は減少されうる。ＲＮＴＩのみならず、ＲＮＴＩの第１の構成要素および第２の構成要素
に備えられたビット数は、セルラ・ネットワーク全体および／またはサービス提供セルの
動作条件における変化に適応するように設定、あるいは、動的に変更されうる。例えば、
特定のサービス提供セルにおけるＵＥ４０４に割り当てられうるＲＮＴＩの合計数は、サ
ービス提供セルにおけるＵＥ４０４の増加数または減少数に適応するための理論的限界（
例えば、２１６から２８）から制限されうる。したがって、本開示は、ＲＮＴＩが１６ビ
ットで構成される上記例に限定されない。典型的な実施形態によれば、暗黙的ブロードキ
ャスト構成要素４１２は、ＲＮＴＩのサブセットおよび／またはグループ内の割り当てら
れたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、ＲＮＴＩのサブセ
ットおよび／またはグループを暗黙的にブロードキャストする手段を構成しうる。
【００５８】
　それに加えて、あるいは、その代わりに、空間分割構成要素４１０および暗黙的ブロー
ドキャスト構成要素４１２は、連携して動作しうる。例えば、空間分割構成要素４１０に
よってカテゴリ２（例えば、分割されたＲＮＴＩのサブセットＡ）に未だに割り当てられ
ている多くのＵＥ４０４が存在しうる。この場合、ＵＥ４１４がブラインド検出を試みる
のに非常に非効率的となりうる。したがって、暗黙的ブロードキャスト構成要素４１２は
、ディメンションをさらに低減するために、空間分割構成要素４１４またはソフト・ポリ
シー技術と連携して動作しうる。この場合、ＲＮＴＩ空間のディメンションは、例えば、
Ｎ２＜Ｎ１＝２１６である。低減されたディメンションは、Ｎ２が上述したカテゴリ２の
ディメンションに対応する場合、ＲＮＴＩ空間分割によるか、あるいは、「ソフト・ポリ
シー」ＲＮＴＩ割当による。繰り返すが、空間は、Ｍ２個のグループへ体系化され、ディ
メンションのおのおのはＮ２／Ｍ２である。ブロードキャストされたＲＮＴＩは、グルー
プ・インデクスである。Ｍ２（および、すなわちＮ２／Ｍ２）の選択は、システム・オー
バヘッドと、ＵＥ複雑さとのトレードオフである。例えば、図４に示すように、空間分割
構成要素４１０がＵＥ４０４の第１のグループ（例えば、サービス提供セルの端部の近傍
に位置するＵＥ４０４）を、分割されたＲＮＴＩのサブセットＡに割り当て、ＵＥ４０４
の第２のグループ（例えば、基地局４０２の近傍に位置するＵＥ４０４）を、分割された
ＲＮＴＩのサブセットＢに割り当てた場合、暗黙的ブロードキャスト構成要素４１２は、
サブセットをユニークに識別するサブセットＡの第１の構成要素をブロードキャストする
ことによって、分割されたＲＮＴＩのサブセットＡを暗黙的にブロードキャストしうる。
前述の説明は単なる数例を示すのみであり、当業者は、同じような例を容易に識別できる
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であろうことが認識されるべきである。例えば、前述された技術は、ダウンリンク通信に
限定されず、アップリンク通信にも同様に適用されうる。
【００５９】
　前述したように、ＲＮＴＩに備えられたビット数は、１６ビットに限定されず、サービ
ス提供セル内に存在するＵＥ４０４の増加量または減少量に適応するように動的に調節さ
れうる。同様に、ＲΝＴＩ構成要素４０８は、セルラ・ネットワーク全体および／または
サービス提供セルの動作条件における変化に適用するために、および、サービス提供セル
内の干渉を引き起こしているＵＥの、同じサービス提供セル内および／または近隣セル内
における別のＵＥによる検出を容易にするために、ＲＮＴＩの第１の構成要素および第２
の構成要素において備えられるビット数を動的に調節しうる。例えば、ＲＮＴＩが１６ビ
ットから構成される場合、特定のグループ（例えば、分割されたサブセット）を識別する
ための、ＲＮＴＩの第１の構成要素は、１２ビットであり、ＲＮＴＩが割り当てられたＵ
Ｅ４０４をユニークに識別するための第２の構成要素は、４ビットである。この場合、暗
黙的ブロードキャスト構成要素４１２が、ＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャスト
し、近隣セル内のＵＥ４１４は、干渉を引き起こしているＵＥ４０４を探索するために、
１６（例えば、２４）の可能性しか探索する必要がない。ＵＥ４１４が、干渉を引き起こ
しているＵＥ４０４を、暗黙的にブロードキャストされたＲＮＴＩに基づいて判定するた
めに探索せねばならないＵＥ４０４の数を低減するために、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、
第２の構成要素に備えられるビット数を、例えば、４ビットから３ビットに低減しうる。
この場合、近隣セル内のＵＥ４１４は、干渉を引き起こしているＵＥ４０４を判定するた
めに、８（例えば、２３）の可能性を探索する必要があるであろう。ＵＥ４０４（例えば
、カテゴリ２サブセットに割り当てられたＵＥ）のグループにおいて、干渉を引き起こす
可能性のあるＵＥが１６よりも多く存在する場合、ＲＮＴＩ構成要素４０８は、同様に、
暗黙的ブロードキャスト構成要素４１２が、ＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャス
トした場合に識別されうる、干渉を引き起こす可能性のあるより多くの数のＵＥ４０４に
適応するために、ＲＮＴＩの第２の構成要素に備えられるビット数を増加しうる。第１の
構成要素に備えられるビット数はまた、特定のグループ内のＵＥ４０４の増加数または減
少数に適応するために、動的に調節されうる。したがって、ＲＮＴＩ全体に備えられたビ
ット数、ＲＮＴＩの第１の構成要素に備えられたビット数、および、ＲＮＴＩの第２の構
成要素に備えられたビット数は、サービス提供セルおよび／またはセルラ・システム全体
における異なる動作条件に適合するように動的に調節されうる。
【００６０】
　図５は、主題とするイノベーションの態様にしたがう無線通信システムの例を図示する
。通信システム５００は、サービス提供基地局５０４および近隣基地局５０６と通信する
ＵＥ５０２を含む。。ＵＥ５０２は、基地局５０４、５０６からのダウンリンク通信を受
信するメカニズムを担当する受信機５０８を含む。
【００６１】
　それに加えて、ＵＥ５１０はＲＮＴＩ構成要素５１０を含む。これは、ＵＥ５１０に備
えられた処理ユニットの例である。処理ユニットは、例えば、コンピュータ読取可能命令
群を実行するように構成されたコンピュータ・プロセッサ、および／または、ＵＥ５１０
のコンピュータ読取可能記録媒体に記録されたコンピュータ読取可能プログラムを含みう
る。ＲＮＴＩ構成要素５１０は、ＵＥ５０２の干渉の原因であるＵＥのアイデンティティ
を判定しうる。ここで、ＵＥ５０２は、干渉を引き起こしているＵＥのアイデンティティ
を発見すると、セル間干渉キャンセルを適用しうる。例えば、ＲＮＴＩ構成要素５１０は
、近隣の基地局５０６が、（前述したような）空間分割および／または暗黙的なブロード
キャストを適用しているかを判定し、この判定に基づいて、必要な動作を講じうる。例え
ば、近隣の基地局５０６が、空間分割および暗黙的なブロードキャストを適用してると判
定されると、ＵＥ５０２は、（ｉ）干渉を引き起こしているＵＥに割り当てられたＲＮＴ
Ｉの割り当てられたサブセット、および／または、（ｉｉ）干渉を引き起こしているＵＥ
に割り当てられた暗黙的にブロードキャストされたＲＮＴＩにしたがって、近隣の基地局
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５０６によってサービス提供されている、干渉を引き起こしているＵＥのアイデンティテ
ィを判定しうる。その後、ＵＥ５０２は、干渉の通知と、干渉を引き起こしているＵＥの
アイデンティティとを、近隣の基地局５０６へ送信しうる。近隣の基地局５０６は、例え
ば、干渉を引き起こしているＵＥの制御チャネルを調節することのような、修正策を講じ
る。
【００６２】
　図６は、本開示の少なくとも１つの実施形態にしたがって、無線ネットワークにおける
セル間干渉キャンセルを容易にする典型的な方法を例示する。ステップＳ６０２では、例
えば図４に例示された基地局４０２のような無線ネットワークの端末が、例えば、無線ネ
ットワーク内の端末によってサービス提供されているＵＥ（例えば、図４に例示されたＵ
Ｅ４０４）のセットのためのＲＮＴＩのセットを管理する。ステップＳ６０４では、この
端末は、前述した典型的な技術にしたがって、ＵＥの少なくとも１つのそれぞれの属性に
基づいて、ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを判定
する。ステップＳ６０４における判定に基づいて、端末は、ＲＮＴＩのセットを、干渉を
引き起こしそうであると判定されたＵＥの少なくとも１つの第１のサブセット（例えば、
サブセットＡ）と、干渉を引き起こしそうであるとは判定されていないＵＥの少なくとも
１つの第２のサブセット（例えば、サブセットＢ）とに分割する。ステップＳ６０８では
、端末は、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、ＲＮＴＩの少なくとも１つ
の第１のサブセットに割り当てる。これによって、干渉を引き起こしそうであると判定さ
れたＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮＴＩのうち
の対応する１つを割り当てられるようになる。ステップＳ６０９では、端末は、干渉を引
き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサ
ブセットに割り当てる。これによって、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかっ
たＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの
対応する１つを割り当てられるようになる。例示を明瞭にするために、ステップＳ６０８
およびステップＳ６０９は、異なるステップとして図示されている。しかしながら、ステ
ップＳ６０８およびステップＳ６０９は同時に実行されうる。あるいは、ステップＳ６０
８およびステップＳ６０９は、任意の連続順に実行されうる。
【００６３】
　図７は、本開示の少なくとも１つの実施形態にしたがって、無線ネットワークにおける
セル間干渉キャンセルを容易にする別の典型的な方法を例示する。ステップＳ７０２では
、例えば図４に例示された基地局４０２のような無線ネットワークの端末が、例えば、無
線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているＵＥ（例えば、図４に例示され
たＵＥ４０４）のセットのためのＲＮＴＩのセットを管理する。ステップＳ７０４では、
端末は、ＲＮＴＩのセットを、少なくとも２つのサブセット（例えば、サブセットＡとサ
ブセットＢ）に分割する。ステップＳ７０６では、端末は、少なくとも１つの基準に基づ
いて、分割された複数のサブセット内の第１のサブセットに、ＵＥの第１のグループを割
り当てる。これによって、ＵＥの第１のグループにおけるＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの第
１のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つが割り当てられるようになる。例えば
、ＵＥの第１のグループは、近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥ
を含みうる。典型的な実施形態によれば、ＲＮＴＩの第１のサブセット内の割り当てられ
たＲＮＴＩはおのおのの、ＲＮＴＩの第１のサブセットをユニークに識別する第１の構成
要素と、ＲＮＴＩの第１のサブセットの各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１
のグループのうちの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素とから構成される
。ステップＳ７０８では、端末は、前述した典型的な技術のうちの何れかにしたがって、
ＲＮＴＩの第１のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキ
ャストすることによって、ＲＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストする
。
【００６４】
　図８は、主題とするイノベーションの典型的な実施形態にしたがって１または複数の機
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能の自動化を容易にする人工知能（ＡＩ）構成要素６０２を、上述した構成要素に加えて
適用する基地局４０２を例示する。（例えば、推論に関連する）主題とするイノベーショ
ンは、さまざまな態様を実行するためのＡＩベースのさまざまなスキームを適用しうる。
【００６５】
　分類とは、入力属性ベクトルｘ＝（ｘ１、ｘ２、ｘ３、ｘ７、ｘｎ）を、その入力がク
ラス（ｃｌａｓｓ）に属する信頼度（ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ）にマップする、すなわち、
ｆ（ｘ）　＝　ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ（ｃｌａｓｓ）とする機能である。このような分類
は、自動的に実行されることをユーザが希望する動作を予測または推論するために、（例
えば、分析ユーティリティおよびコストを要因に含めた）確率論および／または統計学に
基づく分析を適用しうる
　サポート・ベクトル・マシン（ＳＶＭ）は、適用されうる分類器の一例である。ＳＶＭ
は、可能な入力スペースにおける超曲面（ｈｙｐｅｒｓｕｒｆａｃｅ）を見つけることに
よって動作する。超曲面は、トリガされていないイベントから、トリガ・イベントを分け
ることを試みる。これは、直観的に、近くにあるが学習データと同一ではないデータをテ
ストする分類を正しくする。その他の直接的および間接的なモデル分類アプローチは、例
えば、ナイーブ・ベイズ・ネットワーク、ベイジアン・ネットワーク、判断ツリー、ニュ
ーラル・ネットワーク、ファジー論理モデル、および確率論的分類モデルを含んでおり、
独立した別のパターンが適用される。さらに本明細書で使用される分類はまた、優先度モ
デルを開発するために利用される統計的な回帰をも含む。
【００６６】
　主題とする仕様から容易に認識されるだろうが、主題とする方法は、（例えば、一般的
な学習データによって）明示的に学習されているのみならず、（例えば、ユーザの挙動を
観察したり、付帯的な情報を受信することによって）暗黙的に学習されうる。例えば、Ｓ
ＶＭは、分類器製造者および機能選択モジュールにおける学習フェーズによって設定され
る。したがって、分類器（単数または複数）は、限定される訳ではないが、予め定めた基
準にしたがって、以前に推論されたスキーマをいつ更新または改良するか、処理されてい
るデータの種類に基づいて推論アルゴリズムに関する基準をいつ厳しくするか、および、
厳しい基準管理を何日の何時（例えば、システム・パフォーマンスがあまりインパクトを
受けない場合には、夕方）に実行するか、を判定することを含む多くの機能を自動的に学
習し実行するために使用されうる。
【００６７】
　本明細書で開示された実施形態に関連して記述されたさまざまな例示的なロジック、論
理ブロック、モジュール、回路、および方法ステップは、汎用プロセッサ、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブ
ル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）あるいはその他のプログラマブル論理デバイス、ディス
クリート・ゲートあるいはトランジスタ・ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成
要素、または上述された機能を実現するために設計された上記何れかの組み合わせを用い
て実現または実施されうる。汎用プロセッサとしてマイクロ・プロセッサを用いることが
可能であるが、代わりに、従来技術によるプロセッサ、コントローラ、マイクロ・コント
ローラ、あるいは順序回路を用いることも可能である。プロセッサは、例えばＤＳＰとマ
イクロ・プロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロ・プロセッサ、ＤＳＰコアと連携す
る１または複数のマイクロ・プロセッサ、またはその他任意のこのような構成であるコン
ピューティング・デバイスの組み合わせとして実現することも可能である。それに加えて
、少なくとも１つのプロセッサは、上述したステップおよび／または動作のうちの１また
は複数を実行するように動作可能な１または複数のモジュールを備えうる。
【００６８】
　それに加えて、前述したように、本開示の典型的な実施形態はまた、無線ネットワーク
におけるセル間干渉を容易にする方法をも提供する。本開示の典型的な方法は、上述した
典型的なシステムに関して例示された構成要素のさまざまな動作機能を実行しうる。例え
ば、本開示の典型的な実施形態は、セル間干渉キャンセルを容易にする方法を提供する。
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ここで、この方法は、図１乃至５に例示された無線通信システム１００、２００、３００
、４００、および５００の前述した機能のみならず、図６に例示された基地局４０２の機
能に対応する動作ステップを備える。
【００６９】
　さらに、本明細書に開示された態様に関連して記載された方法またはアルゴリズムから
なるステップおよび／または動作は、ハードウェア内に直接的に組み込まれるか、プロセ
ッサによって実行されるソフトウェア・モジュールによって組み込まれるか、これら２つ
の組み合わせに組み込まれうる。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシ
ュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハード
・ディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは、当該技術で周知のその
他任意の形態の記憶媒体内に存在しうる。典型的な記憶媒体は、プロセッサに結合されて
おり、これによって、プロセッサは、記憶媒体との間で情報を読み書きできるようになる
。あるいは、この記憶媒体は、プロセッサに統合されうる。さらに、ある態様では、プロ
セッサと記憶媒体が、ＡＳＩＣ内に存在しうる。さらに、ＡＳＩＣは、ユーザ端末に存在
することができる。あるいはプロセッサと記憶媒体とは、ユーザ端末内のディスクリート
部品として存在することができる。さらに、いくつかの態様では、方法またはアルゴリズ
ムのステップおよび／または動作は、機械読取可能媒体および／またはコンピュータ読取
可能媒体上の１または任意の組み合わせ、または、コードおよび／または命令群のセット
として存在する。これらは、コンピュータ・プログラム製品に組み込まれうる。
【００７０】
　１または複数の態様では、説明された機能が、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実現されうる。ソフトウェアで実現される場
合、これら機能はコンピュータ読取可能媒体に格納されうるか、あるいは、コンピュータ
読取可能媒体上の１または複数の命令群またはコードとして送信されうる。コンピュータ
読取可能媒体は、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含む。これらは、コンピュ
ータ・プログラムのある場所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含む。記憶
媒体は、コンピュータによってアクセスされる利用可能な任意の媒体でありうる。例とし
て、限定することなく、このようなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置また
はその他の磁気記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コード手段を命令群または
データ構造の形式で搬送または格納するために使用され、しかも、コンピュータによって
アクセスされうるその他任意の媒体を備えうる。さらに、いかなる接続も、コンピュータ
読取可能媒体と適切に称される。同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア
、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイクロ波のよう
な無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、あるいはその他の遠隔ソースからソフト
ウェアが送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、ＤＳ
Ｌ、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術が、媒体の定義に
含まれる。本明細書で使用されるｄｉｓｋおよびｄｉｓｃは、コンパクト・ディスク（ｄ
ｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル
多目的ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）
、およびブルーレイ・ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。通常、ｄｉｓｋは、データを磁気的
に再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせも
また、コンピュータ読取可能媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７１】
　前述した開示は、例示的な態様および／または実施形態を開示しているが、さまざまな
変更および修正が、特許請求の範囲で定義されたような説明された態様および／または実
施形態の範囲から逸脱することなくなされうることが注目されるべきである。さらに、説
明された態様および／または実施形態の構成要素は、単数形で記載または特許請求されて
いるが、もしも単数であると明示的に述べられていないのであれば、複数が考慮される。
さらに、任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部は、特に述べられていな
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いのであれば、その他任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部とともに利
用されうる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月8日(2013.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおけるセル間干渉の緩和を促進させるためにユーザ機器（ＵＥ）で
実行される方法であり、
　ノードによりサービスを受けているセル内の前記ＵＥをユニークに識別するために前記
ＵＥに割り当てられたラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ（ＲＮ
ＴＩ：radio network temporary identifier）を受信することと、
　前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉を引き起こす可
能性のある少なくとも１つの隣接セル内のＵＥにそれぞれに割り当てられたＲＮＴＩのサ
ブセットを受信することと、
　前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉を引き起してい
る少なくとも１つの隣接セル内のＵＥの中から、少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥ
を、前記受信したＲＮＴＩのサブセットに基づいて判定することと、ここで、前記少なく
とも１つの干渉を引き起こすＵＥには前記受信したＲＮＴＩのサブセットの対応する１つ
が割り当てられている、
　前記少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥに関して干渉を緩和させる手順を開始する
ことと
　を含む方法。
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【請求項２】
　前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記ＲＮＴＩのサブセッ
ト内の前記ＲＮＴＩは各々が、前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てら
れた前記ＲＮＴＩのサブセットをユニークに識別する第１の構成要素、および前記ＲＮＴ
Ｉのサブセットの各ＲＮＴＩが割り当てられた前記少なくとも１つの隣接セル内の前記Ｕ
Ｅの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＮＴＩのサブセットの前記第１の構成要素を受信することと、
　前記受信したＲＮＴＩのサブセットに含まれている前記ＲＮＴＩをスキャンして前記少
なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥのうちの前記対応する１つに割り当てられた前記Ｒ
ＮＴＩのそれぞれの前記第２の構成要素を前記ＲＮＴＩの前記第１の構成要素に基づいて
判定することと、
　前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記ＲＮＴＩの前記判定
されたそれぞれの第２の構成要素に基づいて、前記少なくとも１つの隣接セル内の前記少
なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥを判定することと
　をさらに含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　各ＲＮＴＩは１６ビットで構成され、
　各ＲＮＴＩの前記第１の構成要素は前記１６ビットのうちの最初の１２ビットによって
構成され、各ＲＮＴＩの前記第２の構成要素は前記第１の構成要素の前記最初の１２ビッ
トに続く４ビットによって構成され、前記第２の構成要素の前記４ビットは各ＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられる前記ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する請求項２に
記載の方法。
【請求項５】
　前記ＲＮＴＩのサブセットが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つでブロードキャストを介して受
信される請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記干渉を緩和させる手順が、前記判定されたＵＥのアイデンティティを含む干渉通知
信号を、前記少なくとも１つの隣接セルにサービスを提供している前記ノードまたは別の
ノードの少なくとも１つに送信することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ノードによりサービスを受けているセル内の前記ＵＥをユニークに識別するために前記
ＵＥに割り当てられたラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ（ＲＮ
ＴＩ）を受信する手段と、
　前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉を引き起こす可
能性のある少なくとも１つの隣接セル内のＵＥにそれぞれに割り当てられたＲＮＴＩのサ
ブセットを受信する手段と、
　前記ノードによりサービスを受けている前記ＵＥと干渉する前記少なくとも１つの隣接
セル内の前記ＵＥの中から、少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥを、前記受信したＲ
ＮＴＩのサブセットに基づいて判定する手段と、ここで、前記少なくとも１つの干渉を引
き起こすＵＥには前記受信したＲＮＴＩのサブセットの対応する１つが割り当てられてい
る、
　前記少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥに関して干渉を緩和させる手順を開始する
手段と
　を備える装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記ＲＮＴＩのサブセッ
ト内の前記ＲＮＴＩが前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記
ＲＮＴＩのサブセットをユニークに識別する第１の構成要素、および前記ＲＮＴＩのサブ
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セットの各ＲＮＴＩが割り当てられた前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥの対応
する１つをユニークに識別する第２の構成要素を備える請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＲＮＴＩのサブセットの前記第１の構成要素を受信する手段と、
　前記受信したＲＮＴＩのサブセットに含まれている前記ＲＮＴＩをスキャンして前記少
なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥのうちの前記対応する１つに割り当てられた前記Ｒ
ＮＴＩのそれぞれの前記第２の構成要素を前記ＲＮＴＩの前記第１の構成要素に基づいて
判定する手段と、
　前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記ＲＮＴＩの前記判定
されたそれぞれの第２の構成要素に基づいて前記少なくとも１つの隣接セル内の前記少な
くとも１つの干渉を引き起こすＵＥを判定する手段と
　をさらに含む請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　各ＲＮＴＩは１６ビットで構成され、
　各ＲＮＴＩの前記第１の構成要素は前記１６ビットのうちの最初の１２ビットによって
構成され、各ＲＮＴＩの前記第２の構成要素は前記第１の構成要素の前記最初の１２ビッ
トに続く４ビットによって構成され、前記第２の構成要素の前記４ビットは各ＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられる前記ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する請求項８に
記載の装置。
【請求項１１】
　前記ＲＮＴＩのサブセットが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つでブロードキャストを介して受
信される請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記干渉を緩和させる手順が、前記判定されたＵＥのアイデンティティを含む干渉通知
信号を、前記少なくとも１つの隣接セルにサービスを提供している前記ノードまたは別の
ノードの少なくとも１つに送信することを含む請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　ノードによりサービスを受けているセル内の前記ＵＥをユニークに識別するために前記
ＵＥに割り当てられたラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ（ＲＮ
ＴＩ）を受信するコードと、
　前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉を引き起こす可
能性のある少なくとも１つの隣接セル内のＵＥにそれぞれに割り当てられたＲＮＴＩのサ
ブセットを受信するコードと、
　前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉を引き起してい
る少なくとも１つの隣接セル内のＵＥの中から、少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥ
を、前記受信したＲＮＴＩのサブセットに基づいて判定するコードと、ここで、前記少な
くとも１つの干渉を引き起こすＵＥには前記受信したＲＮＴＩのサブセットの対応する１
つが割り当てられている、
　前記少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥに関して干渉を緩和させる手順を開始する
コードと
　を備えるコンピュータ読取可能な媒体を含むコンピュータ・プログラム製品。
【請求項１４】
　ノードによりサービスを受けているセル内の前記ＵＥをユニークに識別するために前記
ＵＥに割り当てられたラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ（ＲＮ
ＴＩ）を受信し、前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉
を引き起こす可能性のある少なくとも１つの隣接セル内のＵＥにそれぞれ割り当てられた
ＲＮＴＩのサブセットを受信するように構成された受信ユニットと、
　前記ノードによりサービスを受けている前記セル内の前記ＵＥとの干渉を引き起こして
いる前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥの中から、干渉を引き起こす少なくとも
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１つのＵＥを、前記受信したＲＮＴＩのサブセットに基づいて判定するように構成された
処理ユニットと、
　前記干渉を引き起こす少なくとも１つのＵＥに関して干渉を緩和させる手順を開始する
ように構成された送信ユニットと
　を備えるユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記ＲＮＴＩのサブセッ
ト内の前記ＲＮＴＩは各々が、前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てら
れた前記ＲＮＴＩのサブセットをユニークに識別する第１の構成要素、および前記ＲＮＴ
Ｉのサブセットの各ＲＮＴＩが割り当てられた前記少なくとも１つの隣接セル内の前記Ｕ
Ｅの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素を含む請求項１４に記載のＵＥ。
【請求項１６】
　前記受信ユニットは、前記ＲＮＩのサブセットの前記第１の構成要素を受信するように
さらに構成され、
　前記処理ユニットは、前記受信したＲＮＴＩのサブセットに含まれている前記ＲＮＴＩ
をスキャンして、前記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥのうちの前記対応する１つ
に割り当てられた前記ＲＮＴＩのそれぞれの前記第２の構成要素を判定すること、および
、前記少なくとも１つの隣接セル内の前記少なくとも１つの干渉を引き起こすＵＥを、前
記少なくとも１つの隣接セル内の前記ＵＥに割り当てられた前記ＲＮＴＩの前記判定され
たそれぞれの第２の構成要素に基づいて判定することをするようにさらに構成されている
請求項１５に記載のＵＥ。
【請求項１７】
　各ＲＮＴＩは１６ビットで構成され、
　各ＲＮＴＩの前記第１の構成要素は前記１６ビットのうちの最初の１２ビットによって
構成され、各ＲＮＴＩの前記第２の構成要素は前記第１の構成要素の前記最初の１２ビッ
トに続く４ビットによって構成され、前記第２の構成要素の前記４ビットは各ＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられる前記ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する請求項１５
に記載のＵＥ。
【請求項１８】
　前記ＲＮＴＩのサブセットが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つでブロードキャストを介して受
信される請求項１４に記載のＵＥ。
【請求項１９】
　前記干渉を緩和させる手順が、前記判定されたＵＥのアイデンティティを含む干渉通知
信号を、前記少なくとも１つの隣接セルにサービスを提供している前記ノードまたは別の
ノードの少なくとも１つに送信することを含む請求項１４に記載のＵＥ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　前述した開示は、例示的な態様および／または実施形態を開示しているが、さまざまな
変更および修正が、特許請求の範囲で定義されたような説明された態様および／または実
施形態の範囲から逸脱することなくなされうることが注目されるべきである。さらに、説
明された態様および／または実施形態の構成要素は、単数形で記載または特許請求されて
いるが、もしも単数であると明示的に述べられていないのであれば、複数が考慮される。
さらに、任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部は、特に述べられていな
いのであれば、その他任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部とともに利
用されうる。
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　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセルを容易にする方法であって、
　前記無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているユーザ機器（ＵＥ）の
セットのためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティフィファイ
ヤ）のセットを、前記無線ネットワークの端末において管理することと、
　前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを、前記端
末において、前記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定することと、
　前記端末において、前記ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると判定され
たＵＥの少なくとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定さ
れなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割することと、
　前記干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記端末において、前記ＲＮＴ
Ｉの少なくとも１つの第１のサブセットに割り当てることと、これによって、前記干渉を
引き起こしそうであると判定されたＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになり、前記割
り当てられたおのおののＲＮＴＩが、前記ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別で
きるようになる、
を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供
されている少なくとも１つのＵＥへ通信することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥにサ
ービス提供している端末が、前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣
セルに通信し、前記少なくとも１つの近隣セルが、前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記
少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供され、前記複数のＲＮＴＩのうちの対応
する１つを割り当てられたＵＥのうちの少なくとも１つへの送信から干渉を受けている少
なくとも１つのＵＥへ通信する、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥにサ
ービス提供している端末が、前記割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣
セルに通信する、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　セルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）、半永続的スケジューリングＲＮＴＩ（ＳＰＳ－ＲＮＴ
Ｉ）、テンポラリ・セルＲＮＴＩ（Ｔ－ＲＮＴＩ）、システム情報ＲＮＴＩ（ＳＩ－ＲＮ
ＴＩ）、ページングＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）、およびランダム・アクセスＲＮＴＩ（Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩ）からなるグループから選択される複数のＲＮＴＩにそれぞれ対応するＲＮ
ＴＩの複数のセットを、前記端末において管理することと、
　前記端末において、前記ＲＮＴＩの複数のセットを、干渉を引き起こしそうであると判
定されたＵＥの少なくとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは
判定されなかったＵＥの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割することと、
　干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記端末において、前記ＲＮＴＩの
少なくとも１つの第１のサブセットに割り当てることと、これによって、干渉を引き起こ
しそうであると判定されたＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブ
セット内の複数のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになる、
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記端末は、前記ＲＮＴＩの複数のセットを、前記ＲＮＴＩの複数のセットのうちのお
のおのの１つのための異なるサブセットにそれぞれ分割するＣ５に記載の方法。
　［Ｃ７］
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　前記割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサ
ブセットをユニークに識別する第１の構成要素と、各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられた
ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素とからなり、
　前記方法はさらに、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内の割り当てら
れたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、前記ＲＮＴＩの少
なくとも第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストすることを備えるＣ１に記載の方
法。
　［Ｃ８］
　各ＲＮＴＩは、１６ビットで構成され、各ＲＮＴＩの第１の構成要素は、前記１６ビッ
トのうちの最初の１２ビットによって構成され、各ＲＮＴＩの第２の構成要素は、前記第
１の構成要素の最初の１２ビットに続く４ビットによって構成され、前記第２の構成要素
の４ビットは、各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられるＵＥのうちの対応する１つをユニー
クに識別するＣ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つでブロ
ードキャストされるＣ７に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記端末が位置するセルの動作条件における変化に適応するために、前記ＲＮＴＩの第
１の構成要素に備えられたビット数と、前記ＲＮＴＩの第２の構成要素に備えられたビッ
ト数とを動的に修正することを備えるＣ７に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、前記端末において、前
記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットに割り当てること、これによって、前記
干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくと
も１つの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようにな
る、
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連す
るＲＮＴＩを表し、
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットは、非セル間干渉に関連するＲＮＴ
Ｉを表すＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記端末は、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの端部に対して
より近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こ
すであろうと判定するＣ１３に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記端末は、前記ＵＥが現在、非アクティブな状態にある場合、前記ＵＥが前記少なく
とも１つの近隣セルとの干渉を引き起こさないであろうと判定するＣ１３に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの少
なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対
応する１つにブロードキャストすることをさらに備えるＣ１に記載の方法。
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　［Ｃ１７］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞれ割
り当てられているＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前記少な
くとも１つの近隣セルによってサービス提供されているＵＥにおいて、前記ＲＮＴＩの少
なくとも１つの第１のサブセットをスキャンすることをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられ
ている前記ＵＥのうちの対応する１つに、前記ＵＥのうちの対応する１つにダウンリンク
が向けられていることを通知するために、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセ
ットの内、割り当てられたＲＮＴＩのうちのおのおのの１つを、前記ＵＥのうちの対応す
る１つにブロードキャストすることをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのお
のおのの１つが、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのうちのＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応する１つの制御チャネルを構成し、
　前記ＵＥのうちの対応する１つの制御チャネルのコンテンツが、前記ＵＥのうちの対応
する１つに割り当てられたＲＮＴＩでスクランブルされるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ２０］
　前記端末のコンピューティング・デバイスに対して、Ｃ１に記載の方法を実行させる、
記録されたコンピュータ・プログラムを有するコンピュータ読取可能記録媒体。
　［Ｃ２１］
　無線ネットワークにおけるセル間干渉キャンセルを容易にする方法であって、
　前記無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているユーザ機器（ＵＥ）の
セットのためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティフィファイ
ヤ）のセットを、前記無線ネットワークの端末において管理することと、
　前記ＲＮＴＩのセットを、前記端末において、複数のサブセットに分割することと、　
前記端末において、前記ＵＥの第１のグループを、少なくとも１つの基準に基づいて、前
記分割された複数のサブセット内の第１のセットへ割り当てることと、これによって、前
記ＵＥの第１のグループにおけるＵＥがそれぞれ、ＲＮＴＩの第１のサブセット内のＲＮ
ＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになり、ここでは、前記ＲＮＴＩの第１
のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩはおのおのの、前記ＲＮＴＩの第１のサブセッ
トをユニークに識別する第１の構成要素と、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの各ＲＮＴ
Ｉがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのうちの対応する１つをユニークに識
別する第２の構成要素とから構成され、
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロ
ードキャストすることによって、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキ
ャストすることと
を備える方法。
　［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つの基準は、前記端末によってサービス提供されているＵＥが、少な
くとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　前記端末は、前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうである
かを、前記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定し、
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
Ｃ２２に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　前記端末は、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの端部に対して
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より近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こ
すであろうと判定するＣ２３に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　前記端末は、前記ＵＥが現在、非アクティブな状態にある場合に、前記ＵＥが前記少な
くとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こさないであろうと判定するＣ２３に記載の方法
。
　［Ｃ２６］
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞれ割り当てられている
ＵＥの第１のグループのＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前
記少なくとも１つの近隣セルによってサービス提供されているＵＥにおいて、前記ＵＥの
第１のグループに割り当てられたＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャンすることをさら
に備えるＣ２２に記載の方法。
　［Ｃ２７］
　前記ＵＥが、前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそうであるかを判定
することと、
　前記ＵＥの第２のグループを、前記ＲＮＴＩのサブセットの第２の１つに割り当てるこ
とと、これによって、前記ＵＥの第２のグループにおけるＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩ
の第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになり、を
さらに備え、
　前記ＵＥの第２のグループは、前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こしそ
うであるとは判定されなかったＵＥを備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ２８］
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連するＲＮＴＩを表し
、前記ＲＮＴＩの第２のサブセットは、非セル間干渉に関連するＲＮＴＩを表すＣ２７に
記載の方法。
　［Ｃ２９］
　前記ＵＥの第１のグループを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットに割
り当てることは、前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前
記第１のサブセット内のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのＵＥ
のうちの対応する１つにブロードキャストすることを備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ３０］
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられている前記ＵＥの
うちの対応する１つに、前記ＵＥのうちの対応する１つにダウンリンクが向けられている
ことを通知するために、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩ
のうちのおのおのの１つが、前記ＵＥの第１のグループのうちの対応する１つにブロード
キャストされるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ３１］
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのおのおのの１つは、
前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられるＵＥの第１のグル
ープの対応する１つのための制御チャネルを構成し、
　前記ＵＥの対応する１つのための制御チャネルのコンテンツは、前記ＵＥのうちの対応
する１つに割り当てられたＲＮＴＩ内でスクランブルされるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ３２］
　割り当てられた各ＲＮＴＩは、１６ビットで構成され、
　各ＲＮＴＩの第１の構成要素は、前記１６ビットのうちの最初の１２ビットによって構
成され、各ＲＮＴＩの第２の構成要素は、前記第１の構成要素の最初の１２ビットに続く
４ビットによって構成されるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ３３］
　前記端末のコンピューティング・デバイスに対して、Ｃ２１に記載の方法を実行させる
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、記録されたコンピュータ・プログラムを有するコンピュータ読取可能記録媒体。
　［Ｃ３４］
　セル間干渉キャンセルを容易にするように構成された少なくとも１つのプロセッサを有
するコンピュータ処理デバイスであって、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されている複数のＵＥ（ユーザ機器）
のためのＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ）のセッ
トを管理するように構成された第１のモジュールと、
　前記ＵＥが近隣セルのうちの少なくとも１つとの干渉を引き起こしそうであるかを、前
記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定するように構成された第２のモジュール
と、
　前記ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少なくとも
１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥの少
なくとも１つの第２のサブセットとに分割するように構成された第３のモジュールと、　
前記干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの
第１のサブセットに割り当てるように構成された第４のモジュールと、これによって、干
渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つ
の第１のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つが割り当てられるようになり、を
備え、
　ここで、割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、前記ＵＥのうちの対応する１つをユニ
ークに識別する、コンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ３５］
　前記プロセッサはさらに、前記端末に対して、前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮ
ＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストさせるよう
に構成された第５のモジュールを備えるＣ３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ３６］
　前記第５のモジュールは、前記端末に対して、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１の
サブセットのＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられている前記ＵＥのうちの対応する１つに、
前記ＵＥのうちの対応する１つにダウンリンクが向けられていることを通知するために、
前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのうち
のおのおのの１つを、前記ＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストするように構成
された、Ｃ３５に記載のコンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ３７］
　前記プロセッサはさらに、前記端末に対して、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つのサブセ
ットのうち、割り当てられたＲＮＴＩを、前記少なくとも１つの近隣セルにサービス提供
している別の端末と、前記少なくとも１つの近隣セル内でサービス提供されている少なく
とも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方に通信させ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの
第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞれ割り当てられているＵＥのうち、干渉
を引き起こしているＵＥを判定するために、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサー
ビス提供されている少なくとも１つのＵＥが、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャ
ンすることを可能にするように構成された第５のモジュールを備えるＣ３４に記載のコン
ピュータ処理デバイス。
　［Ｃ３８］
　前記第４のモジュールは、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、
前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットに割り当てるように構成され、これに
よって、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの
少なくとも１つの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられる
ようになる、Ｃ３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
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　［Ｃ３９］
　割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット
をユニークに識別する第１の構成要素と、おのおののＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられる
ＵＥのうちの対応する１つをユニークに識別する第２の構成要素とを備え、
　前記プロセッサはさらに、前記端末に対して、ＲＮＴＩの少なくとも第１のサブセット
内の割り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、Ｒ
ＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように構
成されたＣ３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ４０］
　前記第５のモジュールは、前記端末に対して、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つで、前記ＲＮＴ
Ｉの少なくとも１つの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように構成さ
れたＣ３９に記載のコンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ４１］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連す
るＲＮＴＩを表し、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットは、非セル間干渉
に関連するＲＮＴＩを表すＣ３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ４２］
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
Ｃ３４に記載のコンピュータ処理デバイス。
　［Ｃ４３］
　前記第２のモジュールは、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの
端部に対してより近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干
渉を引き起こすであろうと判定するように構成されたＣ４２に記載のコンピュータ処理デ
バイス。
　［Ｃ４４］
　無線ネットワーク内の端末によってサービス提供されているＵＥ（ユーザ機器）のセッ
トのためのＲＮＴＩ（リモート・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティファイヤ）の
セットを管理する手段と、
　前記ＵＥが近隣セルのうちの少なくとも１つとの干渉を引き起こしそうであるかを、前
記ＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて判定する手段と、
　前記ＲＮＴＩのセットを、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少なくとも
１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥの少
なくとも１つの第２のサブセットとに分割する手段と、
　干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセットに割り当てる手段と、これによって、前記干渉を引き起こしそうであると
判定されたＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内のＲＮＴＩ
のうちの対応する１つを割り当てられるようになり、
を備え、
　ここで、割り当てられたおのおののＲＮＴＩは、ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵ
Ｅのうちの対応する１つをユニークに識別する、装置。
　［Ｃ４５］
　前記割り当てられたＲＮＴＩを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの少
なくとも１つの第１のサブセットの内のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの
対応する１つにブロードキャストする手段をさらに備えるＣ４４に記載の装置。
　［Ｃ４６］
　前記ブロードキャストする手段は、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット
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のＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられている前記ＵＥのうちの対応する１つに、前記ＵＥの
うちの対応する１つにダウンリンクが向けられていることを通知するために、前記ＲＮＴ
Ｉの少なくとも１つの第１のサブセットの内、割り当てられたＲＮＴＩのうちのおのおの
の１つを、前記ＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストする、Ｃ４５に記載の装置
。
　［Ｃ４７］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つのサブセットのうち、割り当てられたＲＮＴＩを、前記
少なくとも１つの近隣セルにサービス提供している別の端末と、前記少なくとも１つの近
隣セル内でサービス提供されている少なくとも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方に通
信し、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットのうちの対応する１つがそれぞ
れ割り当てられているＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前記
少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供されている少なくとも１つのＵＥが、前
記ＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャンすることを可能にする手段をさらに備えるＣ４
４に記載の装置。
　［Ｃ４８］
　前記割り当てる手段は、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥを、Ｒ
ＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットに割り当て、これによって、干渉を引き起こ
しそうであるとは判定されなかったＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２の
サブセットの内、ＲＮＴＩのうちの対応する１つを割り当てられるようになる、Ｃ４４に
記載の装置。
　［Ｃ４９］
　割り当てられた各ＲＮＴＩは、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットをユニー
クに識別する第１の構成要素と、各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応
する１つをユニークに識別する第２の構成要素とから構成され、
　前記装置はさらに、ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内の割り当てられた
ＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、ＲＮＴＩの少なくとも
１つの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストする手段を備えるＣ４４に記載の装
置。
　［Ｃ５０］
　前記暗黙的にブロードキャストする手段は、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサ
ブセットを、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの１つで暗黙的にブロードキャストするＣ４９に記載の装
置。
　［Ｃ５１］
　前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連す
るＲＮＴＩを表し、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第２のサブセットは、非セル間干渉
に関連するＲＮＴＩを表すＣ４４に記載の装置。
　［Ｃ５２］
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記端末に対する前記ＵＥのそれぞれの近接度
、前記端末によってサービス提供されているセルの端部への前記ＵＥのそれぞれの近接度
、および、前記ＵＥのそれぞれのアクティビティ状態、のうちの少なくとも１つを備える
Ｃ４４に記載の装置。
　［Ｃ５３］
　前記判定する手段は、前記ＵＥがそれぞれ、前記端末に対してよりも、前記セルの端部
に対してより近接している場合に、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を
引き起こすであろうと判定するＣ５２に記載の装置。
　［Ｃ５４］
　装置であって、
　無線ネットワーク内の複数のユーザ機器（ＵＥ）へコンテンツをブロードキャストする
ように構成された送信機と、ここで、前記送信機から送信されたコンテンツは、前記コン
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テンツが送信されるＵＥにそれぞれユニークであるＲＮＴＩを含み、
　空間分割構成要素と暗黙的ブロードキャスト構成要素とを含むＲＮＴＩ構成要素とを備
え、
　前記空間分割構成要素は、前記複数のＵＥのためのＲＮＴＩのセットを維持し、前記Ｒ
ＮＴＩのセットを、複数のＵＥの少なくとも１つの各属性に基づいて、複数のサブセット
に分割し、前記ＵＥの第１のグループにおけるＵＥの各属性に基づいて、前記複数のＵＥ
の第１のグループを、前記分割されたＲＮＴＩの第１のサブセットへ割り当て、これによ
って、前記ＵＥの第１のグループにおけるＵＥがそれぞれ、前記ＲＮＴＩの第１のサブセ
ット内のＲＮＴＩのうちの対応する１つに割り当てられるようになる、ように構成され、
前記ＲＮＴＩの第１のサブセット内の割り当てられたＲＮＴＩはおのおのの、前記ＲＮＴ
Ｉの第１のサブセットをユニークに識別する第１の構成要素と、前記ＲＮＴＩの第１のサ
ブセットの各ＲＮＴＩがそれぞれ割り当てられたＵＥの第１のグループのうちの対応する
１つをユニークに識別する第２の構成要素とを備え、
　前記暗黙的ブロードキャスト構成要素は、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットのうち、割
り当てられたＲＮＴＩの第１の構成要素をブロードキャストすることによって、前記送信
機に対して、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットを暗黙的にブロードキャストさせるように
構成された装置。
　［Ｃ５５］
　前記ＵＥの少なくとも１つの各属性は、前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干
渉を引き起こしそうであるかのうちの１つを備えるＣ５４に記載の装置。
　［Ｃ５６］
　前記空間分割構成要素はさらに、前記送信機に対して、前記割り当てられたＲＮＴＩを
、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）のうちの１つによって、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットの内のＲＮＴＩが
それぞれ割り当てられたＵＥのうちの対応する１つにブロードキャストさせるように構成
されたＣ５４に記載の装置。
　［Ｃ５７］
　前記ＲＮＴＩ構成要素は、前記ＵＥが、少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起こ
しそうであるかを判定するように構成され、
　前記空間分割構成要素はさらに、前記ＵＥの第２のグループを、ＲＮＴＩのサブセット
のうちの第２の１つに割り当てるように構成され、これによって、前記ＵＥの第２のグル
ープにおけるＵＥはそれぞれ、ＲＮＴＩの第２のサブセット内のＲＮＴＩのうちの対応す
る１つを割り当てられるようになり、
　前記ＵＥの第２のグループは、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵＥ
を備える、Ｃ５４に記載の装置。
　［Ｃ５８］
　前記ＲＮＴＩの第１のサブセットは、セル間干渉キャンセルに関連するＲＮＴＩを表し
、前記ＲＮＴＩの第２のサブセットは、非セル間干渉に関連するＲＮＴＩを表すＣ５７に
記載の装置。
　［Ｃ５９］
　前記空間分割構成要素はさらに、前記送信機に対して、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つ
のサブセットのうち、割り当てられたＲＮＴＩを、少なくとも１つの近隣セルにサービス
提供している端末と、前記少なくとも１つの近隣セル内でサービス提供されている少なく
とも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方に通信させ、前記ＲＮＴＩの第１のサブセット
のうちの対応する１つがそれぞれ割り当てられているＵＥのうち、干渉を引き起こしてい
るＵＥを判定するために、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提供されてい
る少なくとも１つのＵＥが、前記ＲＮＴＩの第１のサブセットをスキャンすることを可能
にするように構成されたＣ５４に記載の装置。
　［Ｃ６０］
　前記暗黙的ブロードキャスト構成要素は、前記送信機に対して、少なくとも１つの近隣
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セルにサービス提供している端末と、前記少なくとも１つの近隣セルにおいてサービス提
供されている少なくとも１つのＵＥとのうちの少なくとも一方へ、ＲＮＴＩの第１のサブ
セットを暗黙的にブロードキャストさせ、前記少なくとも１つの近隣セルでサービス提供
されている少なくとも１つのＵＥが、暗黙的にブロードキャストされたＲＮＴＩの第１の
サブセットに含まれる第１の構成要素に基づいて、ＲＮＴＩの第１のサブセットのうちの
対応する１つがそれぞれ割り当てられたＵＥのうち、干渉を引き起こしているＵＥを判定
することを可能にするように構成されたＣ５４に記載の装置。
　［Ｃ６１］
　前記ＲＮＴＩ構成要素は、前記ＵＥが前記少なくとも１つの近隣セルとの干渉を引き起
こしそうであるかを判定するように構成され、
　前記空間分割構成要素は、
　セルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）、半永続的スケジューリングＲＮＴＩ（ＳＰＳ－ＲＮＴ
Ｉ）、テンポラリ・セルＲＮＴＩ（Ｔ－ＲＮＴＩ）、システム情報ＲＮＴＩ（ＳＩ－ＲＮ
ＴＩ）、ページングＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）、およびランダム・アクセスＲＮＴＩ（Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩ）からなるグループから選択される複数のＲＮＴＩにそれぞれ対応するＲＮ
ＴＩの複数のセットを管理し、
　前記ＲＮＴＩの複数のセットを、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥの少な
くとも１つの第１のサブセットと、干渉を引き起こしそうであるとは判定されなかったＵ
Ｅの少なくとも１つの第２のサブセットとに分割し、
　干渉を引き起こしそうであると判定されたＵＥを、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第
１のサブセットに割り当て、これによって、干渉を引き起こしそうであると判定されたＵ
Ｅはそれぞれ、前記ＲＮＴＩの少なくとも１つの第１のサブセット内の複数のＲＮＴＩの
うちの対応する１つを割り当てられるようになる、ように構成された、Ｃ５４に記載の装
置。
　［Ｃ６２］
　前記空間分割構成要素は、前記ＲＮＴＩの複数のセットを、前記ＲＮＴＩの複数のセッ
トのうちのおのおのの１つのための異なるサブセットにそれぞれ分割するように構成され
たＣ６１に記載の装置。
　［Ｃ６３］
　無線ネットワークにおいて、端末によってサービス提供されるように構成されたユーザ
機器（ＵＥ）であって、前記ＵＥは、
　前記端末によってサービス提供されているセル内のＵＥをユニークに識別するために、
前記ＵＥに割り当てられたＲＮＴＩ（ラジオ・ネットワーク・テンポラリ・アイデンティ
ファイヤ）を受信し、前記端末によってサービス提供されているセル内のＵＥとの干渉を
引き起こしそうである少なくとも１つの近隣セル内のＵＥにそれぞれ割り当てられたＲＮ
ＴＩのサブセットを受信する、ように構成された受信ユニットと、
　端末によってサービス提供されているセル内のＵＥとの干渉を引き起こし、しかも、受
信されたＲＮＴＩのサブセットのうちの対応する１つが割り当てられている少なくとも１
つの近隣セル内のＵＥのうち、干渉を引き起こしている少なくとも１つのＵＥを判定する
ために、少なくとも１つの近隣セルにおけるＵＥに割り当てられた、受信されたＲＮＴＩ
のサブセットをスキャンするように構成された処理ユニットと、
　前記判定されたＵＥによって引き起こされた干渉の緩和およびキャンセルのうちの少な
くとも１つを開始するために、前記判定されたＵＥのアイデンティティを含む干渉通知信
号を、前記端末、および、前記少なくとも１つの近隣セルにサービス提供している別の端
末、のうちの少なくとも１つへ送信するように構成された送信ユニットと
を備えるユーザ機器。
　［Ｃ６４］
　前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥに割り当てられたＲＮＴＩのサブセット内のＲ
ＮＴＩはおのおの、
　前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥに割り当てられたＲＮＴＩのサブセットをユニ
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ークに識別する第１の構成要素と、ＲＮＴＩのサブセットのおのおののＲＮＴＩがそれぞ
れ割り当てられている少なくとも１つの近隣セルにおけるＵＥのうちの対応する１つをユ
ニークに識別する第２の構成要素とを備え、
　前記受信ユニットは、ＲＮＴＩのサブセットの第１の構成要素を受信するように構成さ
れ、
　前記処理ユニットは、前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥのうちの対応する１つに
割り当てられたＲＮＴＩのそれぞれの第２の要素を、前記ＲＮＴＩの第１の構成要素に基
づいて判定するために、および、前記少なくとも１つの近隣セル内のＵＥに割り当てられ
たＲＮＴＩの、判定されたそれぞれの第２の構成要素に基づいて、前記少なくとも１つの
近隣セル内の前記少なくとも１つの干渉を引き起こしているＵＥを判定するために、前記
受信されたＲＮＴＩのサブセットで構成されるＲＮＴＩをスキャンするように構成された
、Ｃ６３に記載のユーザ機器。
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